
ヲ続行スヘシ

三、第三十二軍ハ右企図二策応シ本来ノ任務完遂スヘシ

特二海空部隊ノ壮挙二比肩スル地上部隊ノ積極果敢

ナル行動二依リ其名誉ヲ発揮センコトヲ期スヘシ

第十方面軍司令官 安藤利吉

5日、「菊池飛行場より飛機にて隈庄に至る。命あり明

薄暮突撃を敢行せよと。命を拝して吾に感なし。桜花散

る此の時散り得る身の幸福をつくづく感じぬ。凡人敏男

の散るべき時は遂に来たりぬ。夜会食を行ふ。共栄の諸

姉訪れくれぬ。愉しき最後の宵なりき。余が此の日誌を

‘'みどり”に託す」そして最後はこう結ばれた。「人生は

美しう御座いました」（「小林日誌」）。
ママ

「今朝絵一枚矢島様に贈る、菩薩なり。今日菊地に行

き亦筑後ををとづれ最後の別れをなす。七時黒石へかへ

る。夜宴会あり。生矢島様に行き坊ちゃん、嬢ちゃん（お

ぢいさんは陸軍少将、父は中佐なり。）より色々なもの送

らる」（「岡部日誌」）。

この日午後4時、第八飛行師団命令20)よって明日 6日

の突撃が決定した。

台飛九作命第五号

第八飛行師団命令四月五日 ー六00
新田原

ー、陸海航空主力、明六日ー四00-―八00ノ間二亘
リ南部沖縄西方海面二於ケル敵船団ヲ索メ徹底攻撃

ヲ実施ス

二、誠第三六、三七、及第三八飛行隊ハ明六日ーニ00
迄二攻撃準備ヲ完成スヘシ

搭載爆弾ハー00託トシ増装トス
師団長山本健児

台飛作命甲第二百四十二号

第八飛行師団命令 四月五日ー八三〇

台 北

ー、連合艦隊ハ明六日以降其ノ主力（第六航空軍及第五

航空艦隊）ヲ以テ沖縄周辺ノ敵機動部隊及輸送船団

ヲ攻撃シー挙二乾坤一榔ノ決戦ヲ企図ス

球兵団亦之二呼応シテ近ク反撃作戦ヲ開始ス

二、師団ハ連合艦隊及球兵団ノ攻勢二呼応シ主トシテ敵

水上艦艇（母艦ヲ含ム）ヲ索メテ攻撃セントス

三、（以下略一筆者註）

隊員が搭乗する直協機の航続力には不安があったた

め、緊急整備として燃料の増槽330、このうち130を胴体

内に、 200を胴体下に取り付けた。爆弾1個は翼下に装着

した叫日誌で見ると、この作業を 2日から 4日にかけて

菊池飛行場で行っている。福澤大佐の回想では、一部は

陸軍前橋飛行場物語 (2)

4月1日、主力は 4月3日までに整備を完了する目途が

ついたという 22)0 

一方、 4日から 5日にかけて米軍は、海軍の鹿屋基地

が発信した「天信電令作第39号」、連合艦隊司令長官が天

一号作戦部隊に宛てた電報「連合艦隊電令作第601号」を

傍受し、翻訳した。前者の内容は、米軍に対するX日(5

日）予定の大規模な自殺攻撃（特攻）作戦が計画され、

本作戦が菊水一号作戦と呼称されるということ、後者は

波状攻撃をもって敵機動部隊と攻略船団を捕捉撃滅する

計画、であった。さらに台湾の第八飛行師団の発信する

電報も傍受、翻訳され、特攻隊の行動は逐一米軍に知ら

れることとなった23)0 

突眠命令が下された 5日、最後の遺書をしたためた隊

員は数多くいたことと思われる。小屋哲郎軍曹（三十七

飛行隊）の遺書が、現在知覧特攻平和会館に展示されて

いる。その一部を紹介する。

「（前略）甘露の法雨をいだき突込み候故たとい戦死の

しらせなくとも四月六日十八時体当り仕り候間仏前へ法

雨上げられん事を御希い致し候。では御両親様御元気で。

一足先に御奉公仕り皆様の御出を御待ち致し居り候。

御祖父様へは父上より御報告なし下され度候。敬具 哲

郎御父上様 あす散ると思ひもされぬさ〈らかな」（う

すい罫紙に墨で走り書き） 24)。

なお、余談であるが、小林隊が隈庄に展開していた 3

月29日から 4月5日までの期間、後年「世界のミフネ」

と呼ばれた俳優の三船敏郎と接触する機会があったもの

と思われる。当時、三船は25歳、隈庄飛行場に偵察員と

して在隊し敗戦を迎えた。特攻機を涙ながらに送り出し

た思い出を戦後語っている。

7 1945年4月6日の特攻攻撃

第八飛行師団は、 4月6日の航空総攻撃に協力するた

め、九州にある師団特攻隊の主力、すなわち前橋飛行場

で特攻訓練を行った 3隊を使用することにした。

「小林日誌」からはもはや特攻当日の行動はわからな

い。しかし「岡部日誌」によって、かろうじて早朝の行

動がわかる。当日の天候は曇、隊員は朝5時30分に起床

した。「愈々今日熊本を去る、無言のうちに司を去り、矢

島様にも行かず、唯想いのみのこして。黒石より健軍に

来る。健軍八時出発。琉球島に今宵行かんとす。この日

誌はこれで終ります。

母上様皆様お元気にて

神国を守ってください」と、最後は結ばれた。

午前10時、新田原において福澤大佐は次の命令を下達
した25)。

台飛作命第六号

第八飛行師団命令四月六日 ー000
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新田原

ー、誠第三六、三七、及第三八飛行隊ハ全カヲ以テ

ー四．二〇乃至ー五00ノ間二、新田原ヲ出発
シー七三〇乃至一九00ノ間ヲ期シ沖縄北（中）
飛行場西側海面ノ敵輸送船団特二大型輸送船ヲ

索メテ体当リ必砕スヘシ

『戦史叢書』では、この命令下達を0-00、すなわ
ち午前 1時としているが、午前10時が正しい。

ところで悲惨な出来事がまたも彼等の上に降り注い

だ。それは、熊本健軍飛行場において、 三十八飛行隊の

田窪力治曹長が試験飛行中に墜落、事故死してしまった

(12時55分）。田窪機は飛行場近くの陸軍病院に向かって

急降下をかけ、引き上げ時機を誤り激突死したという 26)。

彼等の衝撃はいかばかりであったろうか。 6日前の 2人

の殉職に続く、決行直前の死である。

新田原飛行場で攻撃を命令した福澄大佐は、戦後次の

ように回想し、それは公刊戦史である 『戦史叢書』に掲

載された27)0 

「特攻隊員の士気は非常に旺盛で、全く敬服に値する

人が多かった。操縦技量は一般に未熟で、基本操縦を辛

うじて終わった程度であった。飛行機は直協、九七戦等

航続力もなく、爆弾搭載量も少ないものが多かった。直

協機はすみやかに改装して、燃料タンクを 2倍の大きさ

とし、爆弾は100キログラムを 1発搭載するようにした。

攻撃要領は、目標から20キロ以上のところで、なるべく

山を背にする方向から超低空で接敵し、適当な間合いを

計って急上昇、急降下し船体の中心部に必中するよう指

導した。攻撃要領は通常、攻撃前日に因上で演練した。

敵機の妨害、対空火器の損害を避けるため、攻撃時刻は

目標の視認可能の範囲内でなるべく薄暮の遅い時刻を選

定した。沖縄の地上無線l青報により刻々戦果を知ること
ができた。（中略）特攻隊員は異口同音に必成を誓い、歓

を尽くしてあたかもわが家に帰ったように、軽い気持ち

で高唱乱舞し、何ら悲痛の面影を呈しなかった。いよい

よ出撃のときは、恩賜の酒と煙草をいただき、代表者の

出発の挨拶に次いで、喜々として機上の人となり、その

沈着荘厳な姿は全く神々しかった。出発時の操縦は冷静

沈着、正確であって、その持つ技量を十分発揮していた」

果たして、この回想は事実を伝えているであろうか。

沖縄北、中飛行場西側海面の敵艦を求めて新田原を発進

した 3隊の特攻隊は、沖縄に向けてどのようにして飛行

したのか。次に「天号作戦間に於けると号部隊運用並び

に戦闘に関する戦訓」（防衛研究所図書館所蔵、以下、「戦

訓」）から、彼等の飛行をたどりたい。ここに記された内

容は、 3隊だけに当てはまるものではないが、特攻隊の

状況がよくわかる。

特攻隊員の多くは技量未熟であったため、九州から沖
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縄までの夜間洋上航法は、たとえ月明時といえども無理

があった。これは当時、もっとも練度の高い搭乗員にとっ

ても困難な任務であったという。このため大部分は薄暮

攻撃（日没後20分から40分）に終始した。「小林日誌」で

も技量の未熟を率直に認め(2月26日）、また夜間飛行の

経験の無いことも認めている (3月9日）。

さらに搭乗した九八式直協機のような老朽機は、増槽、

爆装による飛行機重量の増加、編隊航進等により著しく

燃料を消費してしまう。このため各機毎に綿密な試験を

必要とした。出撃当日に墜落、殉職した田窪曹長機は、

まさにこうした試験飛行中であったと思われる。特攻隊

員を送り出す原隊では、どうせ失われる機体なのである

からといって、老朽機を持たせることが多かったとい

ぅ28)。二つの日誌の中でも、発動機の故障や飛行機の不良

がたびたび記されていた。

第八飛行師団では、特攻隊出動にあたって多くの場合、

その発進飛行場に部隊長自ら臨場し、または幕僚を派遣

して、出発、航進、攻撃要領等、細部にわたり指導した

という。新田原での指揮官は福澤参謀で、 3月31日に新

田原に到着している。 3隊の特攻隊は 3月27日から28日

にかけて九州の基地に到着、 29日に熊本の隈庄飛行場に

展開を完了した。そして旬日を経ずして出撃していった。

しかし幸いとでもいおうか、 3隊は大刀洗陸軍飛行学校

で編成された特攻隊である。熊本で待機中、関係者に別

れを告げる機会があった。例えば、大刀洗陸軍飛行学校

筑後教育隊の助教であった、岡部三郎伍長は同教育隊を

訪問（ 4月1、3、5日）し、また同飛行学校木脇教育隊

の助教であった。藤沢鉄之助軍曹（三十七飛行隊）は、

出撃の 2日前、宮崎県木脇飛行場に飛来し、教え子に別

れをつげている29)。しかし出撃する新田原飛行場で見

送ってくれたのは見知らぬ他部隊の人々であり、初めて

見る司令官や参謀たちで、心の通わぬ決別になってし

まったと思われる。「特攻隊員の出撃を見送る高官たち、

中佐 ・大佐、そして将官たちが、出撃して行く若者たち

の落ち着いた笑みを含んだその顔、その態度を見て、天

皇陛下に対する忠誠心から、莞爾として飛び立ったと見

たのは、自己欺職といってよい」 30)。

「新田原飛行場より出発せし誠三六、三七、三八、飛

行隊の一隊の機数は概ね八乃至九機にして出発に方り相

当の混乱を生じたるのみならず空中集合にも又多くの時

間を費やしたり」

攻摯部隊の発進順序は、誘導並びに戦果確認機、特攻

機の順序である。しかし発進にあたっては、相当の混乱

があった。「戦訓」はその主な原因を 4点挙げている。

それは、 1．離陸間隔過大。 2.離陸後の場周経路過

大。 3.索敵機眼貧弱にして僚機を発見し得ず。 4.欠

機ありたる場合前進を開始すべきや中止すべきや等空地

連絡法を講じあらざる為空中にて混雑状態を呈せる、で



ある。

さらにもう少し具体的に見ると、離陸間隔は前方機が

浮上るを目途とし著しく延伸せざるを要す。空中集合に

著しく時間を要し且つ概して拙劣なる集合をなすものは

離陸間隔の延伸するもの多し。場周経路過大にして僚機

を見失い又前方機に注意しあらざる為出動準備の掩護戦

闘隊の編隊と誤り集合したる為空中集合の時期を失い帰

還着陸せる飛行機あり。空中集合十分ならず主力に梢々

遅延したる理由を以て過早に進行を断念し帰還せる特攻

機あり、ということであった。

また、出撃までの待機中、飛行機の分散秘匿さらに特

攻機の損害防止のために訓練を中断した結果、出発にあ

たり危険な離陸をする隊もあった。

発進にあたり、三十六飛行隊の下手機と嶽山機、三十

七飛行隊の春島機、三十八飛行隊の宇野機、崎田機、安

部機の 6機が離陸を断念したものと思われる。その多く

は飛行機の不良によるものであろう。結果として、 27機

が発進していった。

「新田原飛行場を発進せし誠三六、三七、三八、飛行

隊の航路は知覧、徳之島を通過することなく其の遥か西

方洋上を沖縄に進攻」

そしてこの飛行が友軍機によって目撃されていた。戦

後の回想ではあるが紹介しよう。「沖永良部島特攻基地救

援の為、百式輸送機で出動した私は、夕闇迫る午後7時

30分頃、同島近海上空で（中略）特攻機7~8機の編隊

を見ました。（中略）夕焼け雲の下を飛び行くその機影は、

少々猫背にも見える九八式直協偵機であり、脚の出たそ

の姿は、申し訳け無いがアヒルの行列の様に、哀れにも

見えました」 31)。

「九州方面より沖縄に出動せし直協の特攻隊の一機が

高度降下点たる沖永良部島付近に於て不時着陸せるは

コックの切換へによるの疑いあり」

これは三十八飛行隊の原田機を指している。特攻機は

これで26機となった。

敵の電探威力圏 (250キロ）に入る前に100メートル以

下の超低空に移行する。そして敵戦闘機の哨戒幕100キロ

圏に近接する前に、間隔 5~10キロ横隊または距離 2

~3キロの単縦陣に分解し、高度50メートルで目標に近

迫する。航進間の誘導は攻撃隊の分解開始点（船団より

50~100キロ）まで誘導することを通常とした（第3図）。

突撃法は、急降下突撃法とする。このため目標の10キ

ロ付近に近迫すれば、逐次高度を上昇しつつ索敵し次い

で突撃するものとした。

第八飛行師団の天号作戦初期の特攻攻撃には、ほとん

ど戦果確認機をつけていた。 3隊には木下少尉機（一式

戦）が同行した。戦果確認機は攻撃隊の分解開始ととも

に攻幣隊の後方に移り、戦果を確認するのが通常であっ

た（第4図）。戦果確認機と隊長機は最後まで超低空で執

陸軍前橋飛行場物語 (2)

拗機敏に行動し、全機の戦果を確認しこれを報告する必

要あり、というが果たしてそうしたことが可能であった

ろうか。

沖縄で特攻隊を指揮指導した神参謀は、第六航空軍と

第八飛行師団の特攻用法に対する意見、感想等を次のよ

うに記している。

「攻撃時機、方法等も素質、練度等を実際考察の上行

はれたかどうか。現地で見たところでは極めて疑問に思

はれる。例えば払暁攻撃と云ひ薄暮攻撃と云ふも、その

時間巾が大きく、あかるい時刻、くらくなってからの攻

撃が多く、敵機に防過されるか、目標が確認されないか

の二途をえらぶ結果となった。（中略）極限すれば実際的

な航空戦術を無視した攻撃が多く行はれたと云ふ点が多

い様に思はれる」 32)。

米軍は日本軍の特攻攻撃に対して早期警戒態勢をとっ

た。それは沖縄本島周辺の遥かな沖合、 50カイリ (1カ

イリ 1852メートル）の線に、レーダーピケット艦を配備

したことである。北方の第1レーダー哨戒地点から時計

回りに16のレーダー哨戒地点（第5図）があり、そこには

駆逐艦などのレーダーピケット艦とそれを支援する艦艇

が常にいた。その上空には、必ず護衛機が旋回している。

駆逐艦には高性能レーダーがあり、飛来する日本機の位

置、高度、機数までも性格に探知することができた。そ

れを後方の機動部隊に知らせる。機動部隊はその知らせ

を受け、航空母艦から迎撃戦闘機を発艦させ、特攻機が

本隊上空にこないうちに応戦するのである 33)。たとえそ

こを突破できたとしても、最後には米軍艦艇群が打ち出

す熾烈な対空砲火の弾幕があった（写真3~6）。このよ

うに何重もの防御網を廻らせて特攻機の攻撃を防いだの

である。

4月6日の特攻機（陸軍82機、海軍215機）の総攻撃に

よって、米軍艦船の被害は、空母 1隻破損、駆逐艦3隻

沈没、同15隻破損、その他の艦艇 1隻沈没、同 6隻破損

で、米軍の小艦艇に被害が多かった的（第6図）。突入に

成功した特攻機は24機、至近弾となった特攻機は 5機で

ある 35)。成功の確率は約12.3％であった。

おわりに

戦果確認の木下少尉が報告したように、 26機のほぼ全

機が米軍の防御網を突破して突入に成功したのであろう

か。また福澤元大佐が戦後の回想の中で、成功率70%(4

月1日～6日まで新田原から指揮した総合戦果）と記し

たのはどのような理由からであろうか。

実際は、戦果を確認するどころか、誰がどのように戦

死したのかさえもわからない。敵機に撃墜されたのか、

対空砲火に被弾して海面に墜落したのか、目標に突入で

きたのか、ほとんどわからないのである。「第八飛行師団

特攻隊戦果調査表」には、未帰還者26名全員が「残波岬
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南側海面」とだけ記されているのである。その中で唯一

最後の様子がわかったのは、岡部三郎伍長機だけであっ

た。

4月6日の日没（那覇の日没は午後6時50分頃）後約

1時間強ぐらいの頃、那覇沖合の「Caswell」号に特攻機

がただ 1機、突っ込んで来た。あわやという一瞬、機は

舷側に激突してこっばみじんに飛散した。遺体はすぐ艦

に引き上げられたが、その額には鉢巻きがしっかりと巻

き付けられていた。この血染めの鉢巻きは、米軍人が持

ち帰り、戦後遺族に返還された。その鉢巻きの寄せ書き

から、岡部三郎伍長の身につけていた鉢巻きであったこ

とが判明したからである。鉢巻きは「岡部日誌」の 4月

3日にある、筑後教育隊を訪問したおり、教え子たちか

ら贈られたものであった36)。命中した特攻隊員の名前と

命中された艦名が判明しているのは希有なことである。

突入時刻は、「Caswell」号が水平線上にシルエットとし

て浮かび上がる程度の明るさであった37)0 

この「Caswell」号は車両人員揚陸艇14隻、軌道揚陸艇

8隻が搭載可能で、その他物資も多量に搭載できた、水

陸両用戦用輸送船である。海兵第6師団の揚陸にかか

わっていた。 4月9日に修理と補給のために沖縄を離れ、

パー）レハーバーに向かった38)。

陸軍前橋飛行場で特攻訓練を行った36名の隊員のう
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写真3 米艦船テュレイギ号により撃墜された日本軍機、
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第5図 レーダーピケットの位置（「戦史叢書」より）

陸軍前橋飛行場物語 (2)

写真4 特攻機の攻撃で炎上するガソリンを満載した上陸揚
舟艇。 1945.4. 6、慶良間（沖縄県公文書館所蔵）
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ち、特攻戦没者は、 4月6日の26名、 16日の 2名、 27日

の1名の計29名であった。特攻に出撃しなかった 7名の

内訳は、三十七飛行隊3名、三十八飛行隊4名である。

三十七隊の 2名は、 3月31日午後4時20分、熊本県隈庄

飛行場において、僚機の地上滑走中プロペラに触れ事故

死している。 1名は飛行機の故障で中止したものと思わ

れる。三十八隊4名のうち 1名は 4月6日、熊本健軍飛

行場において試験飛行中、墜落事故死している。 1名は

4月6日に出撃したが沖永良部島に不時着、生還してい

る。 2名は飛行機の故障で出撃を中止したものと思われ

る。

最後に 3隊が新田原飛行場を発進した時刻を検討しよ

う。

「台飛作命第六号」による「一四、二0乃至ー五00
ノ間」、さらに命令を下した福澤大佐の戦後の回想等か

ら、これらに記された時間が公式記録として採用されて

きたものと思われる。最近でも村岡英夫著『陸軍特攻の

記録」(2003)年の中に同時刻が採用されている。

しかし、突入当日の健軍飛行場における突然のアクシ

デントや「戦訓」に記された出発時の相当の混乱等を考

えれば、命令通り実行されたとは到底思われない。さら

に隊員が搭乗した九八式直協機の速度（最高速度348

km/h、ただし増槽、爆装による飛行機重量の増加等によ

り減速）、沖永良部島近海上空での目撃時刻、そして岡部

機の突入時刻から判断すれば、『戦史叢書』の採用した午

後2時30分ころではなくて、午後5時25分が正しいもの

と思われる。もちろんそこには時間幅がある。

福澤元大佐は、前途有為の若者たちに突入命令を下し

た自責の念からなのか、あるいは参謀としての自尊心か

らなのか、突入時間一(「16時15分ころより相次いで沖縄

地上勤務部隊の戦果報告が戦闘指揮所の対空無線に入っ

て来た」 39）、これが誤植でなければ）ーまでも恣意的に伝

えた可能性がある。実際のところ、高度降下点である沖

永良部島を過ぎてからは、もはや洋上の敵艦船の艦種識

別はおろか目標発見もほとんど不可能な状況ではなかっ

たろうか。

本稿執筆にあたっては、数々の資料提供とご教示いた

だいた深井正昭氏、入口健太郎氏に厚く御礼申し上げる。

さらに久部良和子氏、内藤真治氏、花井良夫氏からもご

協力をいただいた。厚く御礼申し上げる。

今回は事実関係をできるだけ明らかにしたい思いでま

とめてみた。誤りあれば、ひとえに筆者の責任である。

ご指摘いただければ幸いである。

本稿は平成16年度職員自主研究の成果の一部である。
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て
い
る
。

註
24

註
2
3

同

右

（平
成
十
六
年
十
二
月
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
祭
奉
仕
後
稿
了
）

註
2
2

貫
前
神
社
式
年
遷
宮
に
関
す
る
拙
稿
が
、
同
社
式
年
遷
宮
の
重
要
性
を
一
人
で
も
多
く
の

方
に
理
解
を
い
た
だ
く
為
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

「新
訂
増
補
国
史
大
系

註
2
1

「新
訂
増
補
国
史
大
系
（
普
及
版
）

日
本
書
紀
前
篇
」
（
吉
川
弘
文
館

延
喜
式
（
普
及
版
）
」
（
吉
川
弘
文
館
昭
和
五
十
年
）

註
2
0

昭
和
二
年

る。

註
19

五
年
）

註
18

何
れ
に
し
て
も
、
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
は
、
古
代
に
お
い
て
必
ず
し
も
多
く
な
か
っ
た
式

年
遷
宮
の
制
度
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
貫
前
神
社
で
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
か
ら
連

綿
と
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
る
も
の
が
少
な
い
の
は
残
念
で
あ

註
17

し
て
置
い
た
。

註
1
6

註
15

掘
調
査
報
告
書
第
一
七
六
集

見
え
る
二
棟
並
立
の
本
殿
で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
ま
た
両
殿
建
立
地
は
、
専
玉
殿
は
現

本
殿
建
立
位
置
で
な
く
旧
観
音
堂
跡
、
ま
た
借
玉
殿
は
古
来
変
化
す
る
こ
と
な
く
現
遷
宮
の

仮
殿
建
立
地
と
し
た
。

（三）

で
は
、
現
行
の
式
年
遷
宮
の
諸
神
事
を
紹
介
、
式
年
遷
宮
が
貫
前
神
社
一
大
祭
典

の
御
戸
開
祭
に
斎
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
義
、
こ
れ
に
併
せ
て
御
戸
開
祭
諸
神
事
の
中
に

は
、
我
が
国
の
祭
祀
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
事
も
考
察
し
た
。
ま
た

一
連
の
神
事
の
中
に
同
社
の
遷
宮
の
古
態
性
を
今
に
伝
え
て
い
る
神
事
が
あ
る
こ
と
も
考
察

註
1
4

橋
2
 
十
八
号

註
13

註
12

「発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
ー
2
0
0
4
新
発
見
考
古
速
報
ー
」
（
朝
日
新
聞
社

遺
跡
の
説
明
に
よ
る
。

神
沢
勇
一

「弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
お
よ
び
奈
良
時
代
の
卜
骨
・
ト
甲
に
つ
い
て
」
（
「
駿
台
史
学
第
」

三

昭
和
五
十

一
年）

新
保
田
中
遺
跡

拙
稿
註
1
の
(

2

)

論
文

皇
朝
秘
笈
刊
行
会

近
世

「新
保
田
中
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
IV
」
（
（
財
）
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
発

一
九
九
四
年
）

健

「国
内
神
名
帳
の
研
究
ー
研
究
篇
ー」

（
桜
風
社

桜
井
勝
之
進

「伊
勢
神
宮
（
改
定
新
版
）
」
（
学
生
社

平
成
十
一
年
）

平
成
十
年
）

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
編
民
俗
資
料
選
集
十
三
「
鹿
占
習
俗
」
（
（
財
）
国
土
地
理
協
会
昭
和
五
十
九
年
）

一
之
宮
貫
前
神
社
所
蔵
に
な
る
。
同
神
社
に
は
五
百
七
十
九
座
の
神
名
帳
も
伝
来
し
て
い
た
が
現
在
所
在
不
明
。

貫
前
神
社
所
蔵
本
は
神
道
大
系
総
記
篇

「国
内
神
名
帳
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

尾
崎
喜
左
雄

「貫
前
抜
鉾
両
神
社
の
研
究
」
（「上
野
国
の
進
行
と
文
化
j
尾
崎
先
生
著
書
刊
行
会

昭
和
四
十
九
年
）

平
成
三
年
）
に
所
収
さ
れ
て

平
成
七
年
） 昭

和

昭
和
四
十

平
成
十
六
年
）
の
青
谷
上
寺
地
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遷
宮
と
い
え
ば
神
遷
し
を
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
神
社
を
造
替
す
る
に
当
っ
て
、

一
時
的
に
仮
殿
に
遷
座
し
、
い
よ
い
よ
造
営
成
っ
て
正
殿
に
神
遷
し
を
す
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
神
殿
造
営
の
た
め
の
遷
宮
と
解
す
る
の
が
一
般
の
や
う
で
あ
る
。

と
述
べ
た
う
え
で
、
千
葉
県
、
奈
良
県
、
京
都
府
等
に
鎮
座
す
る
神
社
の
祭
を
考
察
、
遷
宮

は
「
神
霊
を
遷
し
奉
る
こ
と
」
、
「
遷
宮
は
宮
を
遷
す
の
で
な
く
、
神
霊
を
遷
す
の
で
あ
る
。
」

こ
と
で
、
必
ず
し
も
造
営
を
す
る
た
め
に
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

貫
前
神
社
御
戸
開
祭
御
先
払
神
事
及
び
御
衣
の
御
神
幸
神
事
は
、
如
上
で
論
じ
た
如
く
貫

前
神
の
御
神
幸
で
あ
り
、
貫
前
神
の
神
霊
を
遷
す
神
事
と
考
え
ら
れ
る
。
『
上
野
国
交
替
実
録

帳
』
に
見
え
る
貫
前
神
社
建
物
群
中
の
「
専
玉
殿
」
・
「
借
玉
殿
」
が
私
が
論
じ
た
通
り
と
す

れ
ば
、
冬
・
春
両
度
の
御
戸
開
祭
御
神
幸
そ
の
も
の
は
、
原
田
氏
の
云
う
「
神
霊
を
遷
す
遷

宮
」
で
専
玉
殿
か
ら
借
玉
殿
、
借
玉
殿
か
ら
専
玉
殿
へ
の
貫
前
神
神
霊
を
遷
し
奉
る
遷
宮
の

神
事
で
あ
り
、
そ
こ
に
貫
前
神
社
本
来
の
祭
祀
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
々
御
斎
行
さ
れ
る
御
戸
開
祭
で
の
貫
前
神
を
遷
し
奉
る
事
が
、
専
玉
殿
・
借
玉
殿
両
殿

を
年
々
の
造
替
で
な
く
何
年
（
式
年
）
か
に
一
度
の
造
営
に
し
た
時
に
、
そ
れ
に
伴
い
式
年

遷
宮
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貫
前
神
社
の
場
合
は
、
当
初
三
十
年
毎
に
両
殿
の
造
替

が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
中
世
に
七
年
ご
と
に
な
り
、
近
世
以
後
十
三
年
毎
と
な
っ
た
。
し
か
も

斎
行
す
る
年
の
干
支
は
、
古
代
・
中
世
は
「
寅
年
」
・
「
申
年
」
と
し
、
近
世
以
後
は
「
申
年
」

三
十
年
・
七
年
毎
の
式
年
遷
宮
か
ら
十
三
年
毎
に
変
化
し
た
時
、
造
替
は
行
わ
れ
ず
本
殿

の
清
掃
・
修
理
等
に
よ
る
遷
宮
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
式
年
・
造
替
に
変
化
は
あ
っ
て
も
、

式
年
遷
宮
の
日
時
は
、
年
々
歳
々
に
行
わ
れ
て
い
た
貫
前
神
の
神
霊
を
遷
し
奉
る
祭
日
の
御

戸
開
祭
当
日
に
遷
宮
を
行
う
こ
と
は
変
化
が
な
く
斎
行
さ
れ
て
き
た
。
本
項
冒
頭
で
述
べ
た

如
く
式
年
遷
宮
年
の
御
戸
開
祭
は
、
式
年
毎
の
大
御
戸
開
祭
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
で

御
神
幸
神
事
と
と
も
に
、
御
戸
開
祭
の
が
の
神
事
と
な
る
「
鎮
神
事
」
も
貫
前
神
社
本
来

の
祭
祀
に
関
係
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
御
鎮
神
事
も
「
専
玉
殿
」
・
「
借
玉
殿
」
の
両
殿

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
三
項
で
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

御
鎮
神
事
の
場
所
は
、
春
・
冬
の
御
戸
開
祭
で
は
異
な
る
（
図
2
参
照
）
。
春
の
神
事
は
、

蓬
ケ
岡
の
群
馬
県
立
社
会
教
育
館
東
に
あ
る
鎮
塚
（
春
の
鎮
塚
・
東
の
鎮
塚
、
古
式
の
円
墳

き
る
。

に
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
？
）
、
冬
の
神
事
は
神
社
北
方
の
菖
蒲
橋
の
高
田
川
右
岸
に
接
し
た
民
家
の
中
に
あ
る
榎
木

が
あ
る
地
（
冬
の
鎮
塚
・
北
の
鎮
塚
、
丸
塚
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
古
墳
跡
か
？
）
で

行
わ
れ
る
。
両
鎮
塚
は
直
線
距
離
に
し
て
―
―
一
六
〇
討
で
あ
る
。

御
戸
開
祭
の
鎮
神
事
で
あ
れ
ば
、
一
個
所
の
鎮
塚
で
も
神
事
は
可
能
で
あ
る
。
ニ
カ
所
の

鎮
塚
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
春
・
冬
い
ず
れ
の
鎮
神
事
を
見
て
も
差
異
は
み
ら
れ
な
い
の

で
、
各
鎮
塚
で
行
わ
れ
る
事
に
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
し
て
も
私
は
、
註
1

(

2

)

の
拙
稿
で
御
神
幸
神
事
同
様
に
、
春
の
鎮
塚
（
東
）

神
事
は
借
玉
殿
、
冬
の
鎮
塚
（
北
）
神
事
は
専
玉
殿
と
の
関
連
神
事
で
あ
る
が
た
め
に
ニ
カ

所
の
鎮
塚
と
な
っ
た
事
を
論
じ
て
置
い
た
。
そ
の
神
事
が
御
戸
開
祭
終
了
後
の
過
神
・
悪
霊

等
を
遮
る
神
事
で
あ
る
こ
と
は
、
三
項
に
て
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ

の
神
事
を
以
て
御
戸
開
祭
は
終
了
す
る
。

七
、
結

貫
前
神
社
の
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
、
同
社
の
最
大
の
祭
典
で
あ
る
御
戸
開
祭
当
日
に
遷
宮

が
斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
諸
史
料
を
通
し
て
論
じ
て
き
た
。
併
せ
て
御
戸
開
祭
諸
神
事
も
紹
介
、

考
察
も
加
え
て
み
た
。
如
上
の
通
り
、
貫
前
神
社
の
御
戸
開
祭
に
関
わ
る
諸
神
事
は
、
鹿
占

神
事
、
御
機
織
神
事
、
オ
ケ
ホ
ケ
神
事
、
御
鎮
塚
神
事
等
我
が
国
の
祭
祀
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
神
事
が
今
に
伝
え
ら
れ
、
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
併
せ
て
式
年
遷
宮
も
式
年
の
変

遷
は
あ
る
も
の
の
、
頑
な
に
斎
行
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
式
年
遷
宮
は
、
今
年
平
成
1
6
年
十
二
月
の
冬
の
御
戸
開
か
ら
1
7
年
春
三
月
の
御
戸
開

祭
に
か
け
て
、
仮
殿
遷
宮
と
本
殿
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
る
。

私
は
、
今
回
の
遷
宮
を
目
標
に
『
一
之
宮
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
考
』
と
題
し
て
、
（
一
）
が

（

註

3

3

)

「I
式
年
の
変
遷
に
つ
い
て
ー
」
、
（
二
）
が
「
I
造
替
の
建
物
に
つ
い
て
ー
」
、
（
三
）
は
本

稿
で
「
ー
遷
座
祭
と
御
戸
開
祭
に
つ
い
て
ー
」
と
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

（
一
）
で
は
、
式
年
の
変
遷
が
三
十
年
か
ら
七
年
、
更
に
現
行
の
十
三
年
に
変
化
し
て
も
、

そ
れ
が
頑
な
に
「
寅
年
」
・
「
申
年
」
に
行
う
こ
と
を
護
っ
て
き
た
こ
と
を
考
察
し
て
置
い
た
。

（
二
）
で
は
、
『
上
野
国
交
代
実
録
帳
』
に
見
え
る
三
十
年
毎
の
式
年
造
替
の
建
物
に
み
え

る
「
専
玉
殿
」
・
「
借
玉
殿
」
の
両
殿
は
貫
前
神
社
の
本
殿
で
、
「
借
玉
殿
」
は
従
来
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
「
専
玉
殿
」
造
替
の
た
め
の
仮
殿
で
は
な
く
、
両
殿
は
我
が
国
の
古
社
に

語
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で
あ
る
（
第
2
図
参
照
）
。

原
田
敏
明
氏
は
、

殿
ー
本
殿

遷
宮
祭
即
神
嘗
祭
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
遷
宮
と
い
う
の
は
神
嘗
祭
の
一
部
で
あ
っ
て
、
先
ず
新
宮
を
造
り
、
こ
こ
に
大
神

を
迎
え
奉
る
儀
式
が
あ
り
、
し
か
る
後
に
神
嘗
祭
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
結
を
見
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
事
は
、
日
時
か
ら
す
れ
ば
遷
宮
祭
と
神
嘗
祭
は
祭
儀
上
か
ら
は
全
く
同
一

の
も
の
と
い
う
。
こ
の
関
係
は
、
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
る
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
の
関
係
に
も
置

き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
。
新
嘗
祭
は
、
毎
年
一
度
行
わ
れ
、
一
世
一
度
の
新
嘗
祭
が
大
嘗
祭

で
あ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
毎
年
の
新
嘗
祭
に
は
、
そ
の
た
び
毎
に
新
嘗
殿
で
あ
る
大
嘗

殿
は
造
ら
れ
な
い
が
、
一
世
一
度
の
大
嘗
祭
に
は
、
新
嘗
殿
を
古
式
の
通
り
新
造
し
た
よ
う

に
、
伊
勢
に
お
い
て
も
式
年
の
神
嘗
祭
に
は
神
嘗
殿
の
宮
を
新
造
し
、
そ
こ
で
神
嘗
祭
を
行

（

註

3

0

)

う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
神
宮
の
式
年
遷
宮
が
、
二
十
年
ご
と
の
大
神
嘗
祭
で
あ
る
こ
と

に
は
変
化
は
な
い
の
で
あ
る
。

貫
前
神
社
の
式
年
遷
宮
も
、
貫
前
神
社
の
年
毎
の
例
祭
で
あ
る
御
戸
開
祭
に
斎
行
さ
れ
る

こ
と
に
そ
の
意
義
が
あ
る
。
貫
前
神
社
の
場
合
、
神
宮
と
異
な
り
遷
御
の
前
に
御
戸
開
祭
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
御
戸
開
祭
当
日
に
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
に
は
変
わ
り
は
な

い
。
こ
の
事
は
、
神
宮
の
式
年
遷
宮
が
二
十
年
毎
の
大
神
嘗
祭
で
あ
る
な
ら
、
貫
前
神
社
の

式
年
遷
宮
も
十
―
―一
年
毎
（
か
っ
て
は
七
年
毎
、
三
十
年
毎
）
の
大
御
戸
開
祭
と
指
摘
出
来
る
。

式
年
遷
宮
年
の
貫
前
神
社
御
戸
開
祭
は
、
遷
御
の
神
事
の
前
に
斎
行
さ
れ
る
。
し
か
し
大

御
戸
開
祭
故
に
例
年
の
御
戸
開
祭
で
一
部
簡
略
化
さ
れ
て
斎
行
さ
れ
て
い
る
神
事
が
、
式
年

の
祭
で
は
古
式
の
ま
ま
に
斎
行
さ
れ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
神
事
が
あ
る
。
そ
の
―
つ
が
御

先
払
神
事
で
あ
り
、
二
つ
目
が
御
衣
の
御
神
幸
神
事
で
あ
る
。

例
年
及
び
遷
宮
の
御
戸
開
祭
御
神
幸
コ

ー
ス
は
、

①
現
行
御
戸
開
祭
御
神
幸
コ
ー
ス

・
御
供
所
ー
勅
額
鳥
居
ー
不
明
門
ー
旧
参
道
を
西
ヘ
ー
総
門
ー
下
り
石
段
ー
随
神
門

ー
拝
殿
ー
本
殿

②
遷
宮
当
日
御
戸
開
祭
御
神
幸
コ
ー
ス

・
御
供
所
ー
勅
額
鳥
居
ー
不
明
門
ー
旧
参
道
東
ヘ
ー
御
女
郎
坂
ー
国
道
二
五
四
線
西

ヘ
ー
参
道
（
県
道
鳥
居
・
一
之
宮
線
）
ー
鳥
居
ー
総
門
ー
下
り
石
段
ー
随
神
門
ー
拝

（

註

3

2

)

「祭
典
遷
宮
』
で

①
の
コ
ー
ス
が
、
通
称
「
蓬
ケ
岡
」
と
称
さ
れ
て
い
る
台
地
上
と
本
殿
と
の
コ
ー
ス
で
あ

る
の
に
対
し
、
②
の
コ
ー
ス
は
、
台
地
上
か
ら
坂
を
下
り
、
平
坦
地
を
通
っ
て
坂
を
上
り
本

殿
に
行
く
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
②
コ

ー
ス
で
台
地
か
ら
下
る
御
女
郎
坂
は
、
貫
前
神
社

の
古
い
参
道
と
の
伝
承
が
あ
る
。
ま
た
、
台
地
へ
上
る
現
参
道
（
県
道
鳥
居

・
一
之
宮
線
）

の
西
側
に
は
、
御
女
郎
坂
同
様
の
古
道
が
あ
っ
た
。
古
道
の
一
部
は
、
現
在
で
も
確
認
で
き

る
。
こ
の
事
は
、
②
コ

ー
ス
が
本
来
の
御
戸
開
祭
神
事
の
御
神
幸
コ
ー
ス
で
あ
り
、
①
コ
ー

ス
は
省
略
化
さ
れ
た
コ
ー
ス
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。

簡
略
化
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
②
コ
ー
ス
は
簡
略
化
さ
れ

な
い
本
来
の
御
神
幸
コ
ー
ス
を
、
ま
た
貫
前
神
社
の
古
い
祭
祀
の
形
を
伝
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
私
は
、
既
に
拙
稿

『上
野
国
一
之
宮
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
考
（
二
）
ー
造

替
の
建
物
ー
』
に
お
い
て
、
遷
宮
時
の
御
戸
開
祭
御
神
幸
コ

ー
ス
は
『
上
野
国
交
代
実
録
帳
』

に
見
え
る
貫
前
神
社
の
本
殿
と
見
ら
れ
る
「
専
玉
殿
」

・
「
借
玉
殿
」
の
両
殿
と
関
連
が
あ
り
、

式
年
遷
宮
時
の
御
戸
開
祭
御
神
幸
コ
ー
ス
が
、
式
年
遷
宮
に
関
わ
ら
ず
御
戸
開
祭
本
来
の

コ
ー
ス
で
あ
っ
た
事
を
論
じ
て
置
い
た
。
そ
の
主
旨
は

①
専
玉
殿

・
借
玉
殿
の
両
殿
の
う
ち
借
玉
殿
は
遷
宮
の
為
の
仮
殿
で
な
い
。

②
両
殿
は
、
何
れ
も
貫
前
神
社
の
本
殿
で
あ
り
、
二
棟
が
同
一
台
地
上
に
並
列
し
て
建
立
さ

③
並
列
の
状
況
は
、
専
玉
殿
は
旧
観
音
堂
跡
（
現
宝
物
館
建
立
地
）
、
借
玉
殿
は
現
行
遷
宮
仮

殿
建
立
地
（
摂
社
日
枝
神
社
前
）
で
あ
る
。

④
御
戸
開
祭
の
御
神
幸
は
、
春
は
借
玉
殿
か
ら
専
玉
殿
、
冬
は
専
玉
殿
か
ら
借
玉
殿
の
御
神

幸
で
あ
っ
た
。

⑤
御
神
幸
コ
ー
ス
の
坂
道
で
あ
る
東
の
御
女
郎
坂
を
上
っ
た
所
に
専
玉
殿
が
、
西
の
坂
を

上
っ
た
所
に
借
玉
殿
が
あ
っ
た
。

⑥
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
は
、
専
玉
殿
か
ら
借
玉
殿
、
借
玉
殿
か
ら
専
玉
殿
が
一
二
十
年
式
年
で

行
わ
れ
た
。

⑦
現
行
御
神
幸
コ
ー
ス
は
、
現
在
地
に
本
殿
が
建
立
さ
れ
た
以
後
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

で
あ
る
。

れ
て
い
た
。
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研究紀要23

御
通
り
前
後
へ
為
持
申
候
。
御
用
相
勤
候
者
は
一
同
白
布
二
而
目
隠
し
致
候
。
尤
両

家
へ
供
頭
茂
木
氏
と
同
様
目
隠
し
為
致
候
。
両
家
は
檜
木
よ
り
火
を
も
み
た
し
、
其

火
を
以
飯
を
た
き
、
行
水
を
致
し
七
日
之
間
昼
夜
潔
斎
、
婦
人
は
勿
論
潔
斎
不
致
者

よ
り
更
二
対
面
不
致

一
間
二
引
籠
り
衣
類
を
初
め
な
へ
か
ま
其
外
夜
具
畳
等
二
至
迄

都
而
新
二
致
申
候
。
火
を
も
み
た
し
候
二

□若
も
の
五
七
人
も
無
之
而
は
口
な
り
ふ

申
。
是
は
下
社
家

□口
口
致

□何
レ
も
七
日
之
ロ
ロ
ロ
。

ま
た
同
史
料
付
箋
に

一
、
御
神
秘
之
義
は
一
子
相
伝
に
て

□口
子
兄
弟
た
り
共
一
切
語
候
事
不
相
成
。
嫡

口
た
り
共
弥
御
用
相
勤
候
節
御
上
段
え
上
り
候
時
二
無
之
て
は
伝
不
申
。
依
之
早
世

儀
致
候
得
は
神
秘
家
二
た
え
申
候
。
其
節
は
両
家
之
内
よ
り
相
互
二
伝
候
事
二
文
禄

元
年
二
書
付
取
成
申
候
下
社
家
儀
は
軽
き
御
役
勤
候
に
も
一
同
神
文
を
取
、
燈
消
候

後
之
義
は
親
子
兄
弟
た
り
共
一
切
語
リ
不
申
事
二
相
定
置
候
。
別
て
御
神
体
之
御
供

は
両
家
之
外
更
二
井
候
者
無
之

一
子
相
伝
不
成
類
御
勤
事
二
御
座
候
。
以
上
。

飯
た
き
水
く
み
ま
て
ロ
ロ
ロ
ロ
其
外
提
灯
持
陸
尺
等
二
至

□□
口
方
二
召
連
候
者
一

同
潔
斎
致

□口
供
方
へ
大
小
上
下
等
迫
都
而
新
口
候
事
。
又
下
社
家
井
供
方
之
者
ハ

火
く
ち
火
に
て
潔
斎
檜
木
火
は
両
家
斗
二
候
事
。
両
家
へ
着
服
は
じ
ば
ん
帯
等
二
至

迫
不
残
白
衣
但
シ
か
り
衣
差
貫
等
は
白
麻
二
而
仕
立
申
候
。
何
レ
之
間
二
候
共
両
家

之
装
束
着
相
勤
成
候
。

下
社
家
共
は
色
付
之
装
束
着
致
成
候
。
奉
供
之
節
は
わ
ら
じ
は
き
申
候
。
衣
類
わ
ら

じ
儀
栴
候
二
も
何
レ
も
潔
斎
之
上
仕
立
申
候
。

御
幸
済
七
つ
時
分
七
つ
半
頃
迫
二
首
尾
能
退
出
、
且
出
勤
退
出
之
節
両
家
之
下
社
家

一
同
平
伏
、
其
節
奏
者
祝
尾
崎
退
出
之
御
太
鼓
を
打
候
与
直
二
退
出
、
夫
よ
り
大
宮

司
退
出
之
御
太
鼓
を
打
則
大
宮
司
退
出
、
両
家
之
出
勤
退
出
之
節
御
太
鼓
打
候
は
両

家
之
出
退
宮
中
へ
し
ら
し
め
ん
か
た
め
也
。

一
、
妻
子
井
二
供
方
之
者
御
幸
を
拝
し
候
二
御
本
社
与
御
拝
殿
之

□御
渡
殿
へ
下
夕

御
玉
垣
之
内
江
相
詰
奉
拝
候
。
其
節
彼
之
御
場
所
江
幕
張
申
候
。
尤
尾
崎
上
之
大
宮

司
下
も
に
候
事
。

右
奉
供
之
節
勤
方
井
二
供
連
等
迫
大
宮
司
与
同
様
二
候
事
。

一
、
御
小
座
敷
十
二
月
井
二
翌
二
日
。

右
暮
四
つ
時
出
勤
、
是
は
御
遷
宮
よ
り
一
日
前
二
候
事
、
御
上
段
江
登
リ
明
晩
御
神

鉢
被
受
候
、
御
用
意
致
置
也
。
外
二
別
段
御
用
向
無
之
事
故

□口
退
出
、
且
出
勤
退

出
之
節
両
家
之
下
社
家

一
同
平
伏
、
奏
者
祝
尾
崎
退
出
之
御
太
鼓
を
打
直
二
退
出
、

夫
よ
り
大
宮
司
退
出
之
御
太
鼓
を
打
是
又
直
二
退
出
、
且
又
供
廻
リ
之
義
は
五
日
口

口
提
灯
無
之
、
其
外
は
明
晩
之
口
召
連
相
勤
可
申
事

と
あ
る
。

（

註

2

9

)

ま
た
、
吉
井
藩
士
橙
島
高
堅
が
書
き
記
し
た

『島
高
堅
自
記
』
の
寛
政
元
年
（

一
七
八
九
）

二
月
九
日
に
は
、
こ
の
年
二
月
に
斎
行
さ
れ
た
本
殿
遷
座
祭
の
様
子
が
次
の
如
く
記
さ
れ
て

い
る
。

天
明
九
年
己
酉
二
月
三
日
年
号
寛
政
と
改
元
（
中
略
）
。
同
年
二
月
九
日
一
ノ
宮
御
遷

宮
に
付
き
参
詣
に
行
く
、
（
中
略
）
夜
に
入
り
社
檀
へ
着
き
袴
着
け
平
七
よ
り
申
し
通

し
置
き
、
内
陣
迄
上
り
拝
見
、
夫
よ
り
拝
殿
に
並
び
居
り
、
仮
宮
よ
り
社
人
宝
物
を

持
ち
通
る
所
を
拝
見
公
儀
其
の
外
よ
納
め
る
所
の
太
刀
、
鏡
幣
敷
く
あ
り
、
諸
家
よ

り
の
文
通
並
び
に
手
鏡
な
ど
有
り
、
就
中
常
憲
院
様
よ
り
御
納
め
の
品
多
し
、
金
屏

風
一
双
、
絵
は
古
法
眼
也
と
い
う
、
て
う
つ
が
い
滅
金
か
な
具
に
て
せ
し
物
也
、
四

ツ
時
頃
宿
へ
帰
り
八
ツ
時
頃
御
遷
宮
也
、
火
を
消
す
べ
し
と
触
れ
来
た
る
、
依
て
邦

之
助
殿
と
御
宮
へ
参
り
し
が
、
群
集
ゆ
え
漸
く
門
際
ま
で
行
く
、
火
は
残
ら
ず
消
し
、

下
に
居
る
べ
し
と
呼
び
あ
る
き
、
又
眼
を
ふ
さ
ぐ
べ
し
と
呼
ぶ
、
御
通
り
筋
か
割
竹

に
て
地
を
た
た
＜
音
喧
し
く
聞
え
、
御
仮
宮
の
方
に
て
大
音
に
御
升
堂
と
一
声
呼
び

鉦
の
音
の
如
き
物
を
う
ち
、
程
無
く
御
遷
宮
済
み
し
か
騒
ぎ
立
て
し
故
宿
へ
帰
る
、

六
、
御
戸
開
祭
と
式
年
遷
宮
祭

如
上
の
諸
史
料
で
見
た
如
く
、
貫
前
神
社
の
式
年
遷
宮
は
御
戸
開
祭
に
斎
行
さ
れ
て
き
た
。

し
か
も
浄
闇
の
中
で
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、
内
宮

・
外
宮
の
両
宮
と
も
神
嘗
祭
の
由
貴
の
大
御
饒
祭
に
行

わ
れ
て
い
た
。
即
ち
現
行
に
至
る
ま
で
の
式
年
遷
宮
は
、
外
宮
は
九
月
十
五
日
の
亥
刻
、
内

宮
は
十
六
日
の
亥
刻
に
遷
御
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
由
貴
の
大
御
麒
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現
行

の
遷
宮
祭
は
、
天
皇
の
御
裁
可
の
も
と
に
日
時
が
決
め
ら
れ
て
斎
行
さ
れ
て
い
る
た
め
遷
宮

祭
が
早
く
行
わ
れ
、
そ
の
上
に
別
に
神
嘗
祭
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
行
に
至
る
以
前
は
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と
あ
る
。

て 御
戸
開
祭
に
関
す
る
史
料
は
、
如
上
以
外
確
認
し
て
い
な
い
。

次
に
、
御
戸
開
神
事
当
日
に
行
わ
れ
る
遷
宮
に
つ
い
て
は
、
如
上
史
料
の
『
御
社
頭
井
御

本
地
仏
勤
向
書
上
帳
」
に
次
の
如
く
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
御
仮
殿
の
上
棟
に
つ
い

御
仮
殿
御
上
棟
十
三
年

十
一
月
之
勤
向
吉
日
を
撰
任
候
。
ひ
る
正
八
つ
時
出
勤
七
つ
半
頃
帰
宮
仕
候
。
供
頭

壱
人
添
供
壱
人
、
侍
篤
籠
脇
共
六
人
、
徒
三
人
、
押
弐
人
、
同
心
四
人
、
鑓
先
箱
長

柄
等
そ
へ
可
持
、
御
仮
殿
御
門
の
地
な
く

□口
左
り
方
え
篤
籠
付
此
処
に
て
下
乗
詰

所
江
相
越
申
候
且
下
社
家
共
一
同
二
家
来
徒
侍
供
頭
迄
何
レ
も
麻
上
下
着
候
二
付
、

両
家
者
長
袴
着
仕
候
今
日
之
席

右
御
上
棟
勤
方
井
二
供
連
共
之
大
宮
司
と
同
様
二
御
座
候
。

口
勤
不
同
退
出
大
宮
司

口
尾
崎
先
二
御
座
候

御
遷
宮
に
つ
い
て
も
同
史
料
に

御
遷
宮
十
三
年
二
壱
度
申
年
十
二
月
申
日
翌
酉
之
二
月
申
日
、
古
ヘ
ハ
寅
年
申

年
七
年
二
有
之
候
。
右
夜
七
つ
時
よ
り
七
つ
半
過
迄
二
退
出
奏
者
壱
人
、
外
下
社
家

七
八
人
よ
り
拾
人
位
迄
其
外
高
張
挑
灯
八
張
、
筋
提
灯
六
張
、
弓
張
提
灯
八
張
、
内

／］ロ
幕 幕

弐
つ
押
之
提
灯
、
大
刀
持
壱
人
、
供
頭
壱
人
、
徒
四
人
、
侍
篤
籠
脇
共
都
合
八
人
、

押
弐
人
、
同
心
六
人
、
先
箱
長
柄
鑓
等
迄
可
持
、
御
惣
門
之
地

□ロ
ロ
ロ
ロ
、
左
り

之
方
之
篤
籠
付
、
此
処
二
お
い
て
下
乗
、
夫
よ
り
御
供
所
江
罷
出
ル
、
其
時
尾
崎
出

勤
之
御
太
鼓
を
打
、
夫
よ
り
御
膳
換
出
候
。
御
供
所
御
豪
所
よ
り
両
家
一
所
へ
出
ル
、

尾
崎
左
リ
大
宮
司
右
二
而
井
寄
行
申
す
候
。
不
明
御
門
よ
り
両
家
共
々
御
神
馬
之
御

手
つ
な
を
持
凡
風
弐
三
間
持
申
候
。
夫
よ
り
下
社
家
為
渡
申
候
。
夫
よ
り
御
惣
門
前

二
お
い
て
両
家
縁
憂

□口
□手
を
洗

□口
。

身
き
よ
免
の
ち
に
手
ふ
き
共
二
四
つ
足
之
高
壷
へ
の
せ
両
家
之
奏
者
役
之
も
の
井
持

参
之
両
家
之
前
へ
す
え
申
候
。
水
井
二
清
免
の
祓
は
奏
者
祝
持
参
致
也
。
身
清
免
相

済
、
御
本
社
へ
出
勤
是
迄
は
家
来
共
一
同
召
連
申
候
。
夫
よ
り
御
祓
を
勤
免
御
祓
中

半
二
下
内
陣
中
御
内
陣
之
御
と
ひ
ら
を
開
き
追
々
御
幸
之
御
用
意
正
八
つ
時
と
相

成
、
御
社
内
は
勿
論
町
方
迄
一
同
火
を
し
め
し
無
異
目
を
と
ぢ
、
御
本
社
よ
り
御
仮

殿
迄
御
通
り
筋
へ
む
し
ろ
を
敷
也
。
其
時
二
至
而
両
家
、
御
上
段
江
登
り
、
御
神
体

之
御
供
仕
御
仮
殿
、
御
幸
、
且
又
、
御
幸
之
、
御
先

□御
大
刀
、
御
円
座
持
参
是
は

両
家
之
枠
共
之
勤
る
御
役
也
。
社
役
人
大
祝
は
、
御
き
ち
ゃ
う
を
持
其
外
之
下
社
重

立
候
者
御
ま
ん
を
持
其
余
之
下
社
家
一
同
、
御
ひ
ゃ
う
風
（
屏
風
）
を
持
右
之
御
ま

ん
御
ひ
ゃ
う
風
之
内
、
御
通
被
過
候
御
跡
よ
り
御
供
仕
候
者
ハ
両
家
之
供
頭
茂
木
氏

斗
二
候
事
。
但
シ
御
き
ち
ゃ
う
ハ
両
家
御
上
段
よ
り
お
ま
か
し
社
役
人
大
祝
江
相
渡
、

訓
嗚

思要眠

□] 

壱
度

次
に
御
神
馬
を
き

□口
□口
身
き

□口
、
席
左

同
戌
之
日
夜
押
詰
、
御
神
事
六
人
衆
務
之

と
あ
る
。

尾

崎

大
宮
司

足
付
之縁

台
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ー
て
次
回
御
戸
開
祭
で
撤
下
さ
れ
た
後
、
新
た
な
神
館
が
供
さ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
（
現

在
は
、
外
陣
に
供
さ
れ
て
い
る
）
。

神
麒
が
供
さ
れ
る
内
陣

・
外
陣
は
、
井
上
充
夫
氏
の
貫
前
神
社
本
殿
と
式
年
遷
宮
の
際
建

（

註

2

5

)

立
さ
れ
る
仮
殿
建
築
の
考
察
に
よ
れ
ば
何
れ
も
本
殿
下
層
内
陣
・下
層
外
陣
で
あ
る
と
い
う
。

更
に
同
氏
は
、
こ
の
本
殿
内
陣

・
外
陣
で
斎
行
さ
れ
る
御
戸
開
祭
の
形
式
か
ら
、
本
殿
と
祭

祀
の
関
係
に
つ
い
て
古
い
時
代
に
は
本
殿
の
下
層
（
床
下
）
が
通
常
の
礼
拝

・
祭
祀

・
供
隈

な
ど
の
祭
祀
の
主
な
場
所
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
神
社
創
立
の
時
に
は
、
先
ず
「
神

の
住
居
」
と
し
て
人
間
の
住
居
と
同
じ
単
層
高
床
の
神
殿
が
建
て
ら
れ
、
次
に
礼
拝

・
祭
祀

の
場
所
と
し
て
、
神
殿
の
下
層
（
床
下
）
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て

（

註

2

6

)

い
る
。
こ
れ
は
、
仮
殿
の
下
層
も
同
じ
目
的
に
用
い
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

井
上
氏
が
考
察
し
た
如
く
、
貫
前
神
社
の
御
戸
開
祭
が
本
殿
下
層
即
ち
床
下
で
斎
行
さ
れ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
祭
の
古
い
形
で
あ
る
床
下
祭
祀
（
庭
上
祭
祀
）
を
今
に
伝
え
て

い
る
事
と
な
る
。
床
下
祭
祀
は
、
寡
聞
で
は
伊
勢
の
神
宮
と
滋
賀
県
大
津
市
鎮
座
の
日
吉
大

社
と
聞
く
。
御
戸
開
祭
は
我
が
国
の
祭
祀
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
神
事
を
伝
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

五
、
諸
史
料
に
見
え
る
御
戸
開
祭

御
戸
開
祭
に
関
す
る
史
料
は
以
外
と
少
な
く
、
如
上
に
揚
げ
た
史
料
の
他
に
下
記
史
料
し

か
な
い
。

（

註

2

7

)

御
社
頭
井
御
本
地
仏
勤
向
書
上
帳

記
述
年
代
は
不
詳
。
貫
前
神
社
旧
社
家
尾
崎
家
の
者
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

記
述
内
容
か
ら
し
て
嘉
永
年
間
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

最
後
の
大
晦
日
の
記
述
で

右
、
元
録
（
マ
マ
）
巳
来
之
勤

□口
前
之
通
二
候
事

と
あ
る
の
で
、
そ
の
内
容
は
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
ー
―
七

0
三
）
か
ら
引
き
続
い

て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
書
き
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

御
戸
開
祭
は
、
本
史
料
二
月
申
之
日
の
項
に

2
 

夜
五
つ
時
よ
り
四
半
迫
奏
者
壱
人
外
下
社
家
三
人
供
頭
壱
人
刀
持
壱
人
徒
試

人
侍
駕
籠
脇
共
都
合
五
人
押
壱
人
同
心
三
人
高
張
提
灯
六
張
箱
提
灯
四
張
内

壱
張
は
押
之
提
灯
其
外
口
挟
箱
長
柄
等
迫
為

□口
罷
出
御
惣
門
之

□ふ
く
口

入
り
左
り
之
方
召
駕
籠

□口
此
処
二
お
い
て
下
乗
。
夫
よ
り
御
供
所
江
罷
出

ル
其
時
尾
崎
出
勤
之
太
鼓
を
打
夫
よ
り
御
膳
指
出
し
御
供
所
御
豪
所
よ
り
両

家
一
所
二
出
ル
。
尾
崎
左
リ
大
宮
司
右
二
而
一
斉
歩
行
申
候
。
不
明
御
門
よ

両
家
共
御
神
馬
之
御
手
つ
な
を
持
凡
戴
三
間
持
申
候
。
夫
よ
り
下
社
家
二
相

渡
申
候
。
夫
よ
り
御
惣
門
之
前
に
お
い
て
両
家
縁
豪
之
上
二
座
候
。
手
を
洗

身
を
き
よ
め
次
に
御
神
馬
を
き
よ
め
申
候
。
但
シ
身
き
よ
め
の
席
左
二
身
き

よ
め
の
ち
に
手
ふ
き
共
に
四
つ
足
之
高
憂
へ
の
せ
両
家
之
両
家
（
マ
マ
）
之

奏
者
役
之
者
井
持
参
両
家
之
前
江
す
え
申
候
。
四
つ
足
之
高
豪
は
鹿
卜
之
節

御
肴
を
の
せ
候
棗
二
御
座
候
。
水
井
清
め
の
祓
は
奏
者
祝
持
参
致
候
。
身
清

め
相
済
み
御
本
社

□出
勤
是
迫
は
家
来
一
同
召

□申
候
。
夫
よ
り
御
祓
を
勤

御
祓

□中
半
二
下
御
内
陣
中
御
内
陣
之
御
と
ひ
ら
を
開
七
十
五
膳
之
御
膳
を

献
夫
よ
り
退
出
仕
候
。
且
出
勤
退
出
之
節
両
家
之
下
社
家
一
同
平
伏
且
又
出

勤
退
出
之
節
奏
者
祝
太
鼓
を
打
。
但
シ
尾
崎
退
出
之
御
太
鼓
を
打
直
二
尾
崎

退
出
。
夫
よ
り
大
宮
司
退
出
之
御
太
鼓
を
打
直
二
大
宮
司
退
出
。

右
今
晩
方
井
供
連
共
大
宮
司
与
同
様
二
候
事
。

と
あ
る
。

嘉
永
七
年

鑓
先
箱
番
笠
其
外
高
張
等
数
本
持
ス
、
且
惣
供
行
列
二
行
真
先
露
払
立

同

断

上

原

左

近

1
と
同
様
に
旧
社
家
尾
崎
家
の
者
に
よ
り
、
尾
崎
家
の
手
控
え
と
し
て
書
き
留
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
再
三
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
最
終
の
加
筆
は
明
治
十
六
（
一

八
八
―
――)
年
で
あ
る
。
本
史
料
二
月
十
三
日
の
項
に

初
申
夜
五
ツ
時
、
御
戸
開
御
神
事
、
且
三
日
上
町
夜
よ
り
潔
斎
ヲ
致

峰
岸
築
後
正
伊
織

御
奏
役

社

家

田
嶋

（

註

2

8

)

年
中
行
事
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ヘ
バ
、
必
凶
事
ア
リ
ト
云
テ
、
人
々
甚
恐
ル
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

鎮
神
事

本
神
事
は
、
御
戸
開
祭
の
が
と
な
る
神
事
で
あ
る
。
注
連
張
神
事
に
始
ま
る
御
戸
開
神
事

も
、
こ
の
鎮
神
事
で
終
了
す
る
。
本
神
事
は
、
如
上
で
述
べ
た
如
く
一
切
が
口
伝
秘
事
と

公
開
を
は
ば
か
り
た
い
が
、
栗
田
寛
が
著
し
た
『
神
祇
史
料
附
考
』
（注
2

0

)

に
「
旧
権
宮

司
井
上
正
香
記
」
と
し
て
、
神
事
の
一
部
が
、

同
（
二
月
）
戌
日
鎮
神
事
、
十
二
月
戌
日
ニ
モ
之
ヲ
行
フ
。
先
梅
枝
ヲ
以
テ
杖
ヲ
造

リ
、
之
ヲ
久
那
斗
卜
名
ヅ
ク
。
祢
宜
以
下
六
人
、
各
二
本
ヅ
ツ
之
ヲ
携
、
夜
丑
刻
バ

カ
リ
ニ
、
草
履
ヲ
ハ
キ
タ
ル
マ
マ
、
拝
殿
ニ
テ
神
拝
シ
、
階
下
ヲ
下
リ
、
各
同
音
二

根
ノ
国
底
ノ
国
へ
鎮
リ
マ
セ
ト
云
ヒ
テ
、
社
西
ニ
ュ
キ
、
同
右
ノ
如
ク
唱
エ
、
社
北

ニ
テ
モ
同
唱
エ
、
社
東
ニ
テ
モ
同
ク
唱
、
各
杖
一
本
ヅ
ツ
ヲ
玉
垣
ノ
内
へ
投
入
、
ソ

レ
ヨ
リ
社
ノ
東
南
、
松
林
ノ
ウ
チ
ナ
ル
鎮
塚
卜
云
ニ
ィ
キ
、
同
四
方
ニ
テ
右
ノ
如
ク

唱
エ
テ
、
杖
一
本
ヅ
ツ
投
ゲ
オ
キ
、
ソ
レ
ヨ
リ
神
主
門
前
二
行
キ
テ
右
ノ
如
ク
唱
エ

テ
、
又
杖
一
本
ヅ
ツ
投
ズ
。
此
夜
社
人
ハ
更
ニ
モ
云
ハ
ズ
、
里
中
ノ
者
神
事
ノ
ハ
ジ

マ
ラ
ン
頃
ヨ
リ
、
言
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
又
コ
ノ
夜
、
右
神
事
ヲ
務
ル
者
二
逢
う

こ
れ
以
上
の
本
神
事
に
関
す
る
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

神
事
で
使
う
「
久
那
斗
」
は
、
「
来
名
戸
祖
神
」
（
く
な
ど
の
さ
え
の
か
み
）
ま
た
「
久
那

斗
神
」
（
く
な
ど
の
か
み
）
の
「
く
な
ど
」
か
。
同
義
で
あ
れ
ば
、
来
名
戸
祖
神
は
、
『
日

（

註

2

1

)

本
書
紀
』
巻
一
神
代
上
四
神
出
生
章
第
九
の
一
書
に
「
来
名
戸
之
祖
神
」
、
久
那
斗
神
は

（

註

2

2

)

『
延
喜
式
』
の
「
道
饗
祭
祝
詞
」
に
「
久
那
斗
神
」
と
み
え
る
。
来
名
戸
祖
神
は
、
黄
泉

国
の
雷
神
の
追
跡
を
遮
る
た
め
に
伊
弊
諾
尊
が
投
げ
た
杖
が
化
し
た
岐
神
（
ふ
な
ど
の
か

み
）
の
も
と
の
名
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
久
那
斗
神
は
京
城
の
四
隅
、
村
境
、
辻
等
で
過

神

・
悪
霊
等
の
進
入
を
遮
り
塞
ぐ
神
と
い
う
。

本
神
事
の
中
で
梅
枝
の
杖
を
投
げ
る
事
、

神
社
の
門
前
（
南
）
、
西
、
北
、
東
、
鎮
塚
の
四

方
で
同
様
に
杖
を
投
げ
る
こ
と
は
、
如
上
の
神
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
神
社
の
東
西
南
北
よ

な
っ
て
い
る
。

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

り
来
る
種
々
の
禍
災
を
除
し
遮
る
神
事
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
梅
枝
の
杖
は
、

そ
の
禍

ま
た
「
根
ノ
国
底
ノ
国
」
と
唱
し
て
神
社
の
西
、
北
、
東
に
て
久
那
斗
を
玉
垣
内
へ
投
げ

込
む
の
は
、
『
延
喜
式
』
の
「
六
月
晦
の
九
尉
j
に
「
根
国
底
之
国
ホ
坐
速
佐
須
良
比
眸
登

云
神
、
持
佐
須
良
比
失
氏
牟
」
と
あ
る
詞
に
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
詞
を
唱
し
、
久
那
斗
を

投
入
す
る
こ
と
は
、
御
戸
開
祭
祭
典
終
了
後
の
全
て
の
罪
、
稿
を
祓
い
清
め
、
鎮
め
る
神

事
と
考
え
ら
れ
る
。

鎮
神
事
は
、
春
と
冬
の
御
戸
開
祭
で
は
神
事
を
行
う
鎮
塚
が
異
な
る
。
同
じ
祭
り
で
あ
れ

ば

―
つ

の
鎮
塚
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
春
は
神
社
の
東
南
に
あ
る
春
の
鎮
塚
、
冬
は
神

社
の
北
に
あ
る
冬
の
鎮
塚
と
異
な
っ
た
二
箇
所
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
事
は
、
各
々
の
鎮
神
事
に
意
義
が
求
め
ら
れ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
述
し
て
い
る

が
如
く
平
安
時
代
の
貫
前
神
社
に
は
、
本
殿
の
性
格
を
持
っ
た
専
玉
殿

・
借
玉
殿
の
建
物

二
棟
が
あ
っ
た
。
推
測
の
域
は
で
な
い
が
、
春
の
鎮
神
事
は
借
玉
殿
、
冬
の
鎮
神
事
は
専

玉
殿
に
関
係
し
た
神
事
そ
の
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
貫
前
神
社
に
は
久
那
斗
を
投
入
す
る
神
事
と
同
様
に
、
桃
の
実
ぐ
ら
い
の
の
大
き

さ
の
石
を
投
入
す
る
神
事
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
本
神
事
は
、
旧
暦
九
月
九
日

に
行
わ
れ
た
神
事
で
あ
る
。
拝
殿
に
て
祝
詞
奏
上
の
後
、
鉾
を
持
っ
た
神
職
と
石
が
乗
っ

（

註

2

4

)

た
台
を
持
つ
神
職
が
拝
殿
の
階
下
へ
降
り
、
本
殿
に
向
か
っ
て
石
を
三
個
投
げ
る
。
そ
の

後
、
本
殿
の
右
、
次
に
左
に
て
本
殿
に
向
か
っ
て
玉
垣
内
に
石
を
三
個
投
げ
る
。
こ
の
神

事
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
不
明
で
あ
る
。
久
那
斗
と
同
様
に
禍
災
を
除
く
も
の
か
。

以
上
、
御
戸
開
祭
の
諸
神
事
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
如
上
で
論
じ
て
き
た
通
り
、

諸
神
事
を
経
て
斎
行
さ
れ
る
御
戸
開
は
春

・
冬
の
両
度
斎
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
原
則

と
し
て
両
度
の
み
し
か
本
殿
の
御
扉
を
開
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

御
戸
開
祭
は
、
こ
の
本
殿
の
御
扉
を
開
扉
し
て
祭
を
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
即
ち
、

如
上
に
既
述
し
た
よ
う
に
御
扉
は
、
外
陣
と
内
陣
の
二
つ
の
御
扉
が
開
扉
さ
れ
る
。
祭
は
外

陣
に
お
い
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
「
行
事
私
記
』
に
あ
る
延
宝
八
年
の
「
上
野
國
一
宮
年

中
行
事
祭
證
記
窯
』
に
よ
れ
ば
、
か
っ
て
は
七
十
五
膳
の
神
隈
が
内
陣
に
供
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
神
餓
は
、
次
回
の
御
戸
開
祭
ま
で
撤
下
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
置
か
れ
、
そ
し

災
を
除
す
た
め
の
神
具
と
い
え
る
。

(14) 145 
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4
 本

神
事
は
、
当
社
の
祭
神
が
経
津
主
大
神
の
他
に
姫
大
神
が
一
座
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ

り
し
て
、
当
地
域
に
数
多
く
居
住
し
た
と
い
わ
れ
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
に
よ
っ
て

（

註

1

8

)

貫
前
神
社
が
創
建
さ
れ
た
信
仰
の
名
残
を
示
す
神
事
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
冬
の
御
戸
開
神
事
の
み
に
織
ら
れ
る
と
い
う
荒
拷
は
、
単
に
貫
前
神
に
供
え
る

神
衣
と
い
う
意
義
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
年
毎
に
新
た
に
荒
拷
が
織
ら
れ
、
そ

れ
が
貫
前
神
に
供
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
渡
来
人
の
信
仰
と
は
全
く
関
係
が
な
く
貫
前
神
が

年
毎
に
更
新
さ
れ
る
と
い
う
重
要
な
意
義
を
有
す
る
神
事
と
考
え
る
。

御
衣
廻
（
み
そ
ま
わ
り
）
神
事
（
写
真
4

)

本
神
事
の
御
衣
は
、
御
戸
開
神
事
に
と
っ
て
重
要
な
御
霊
代
と
な
る
べ
き
幣
吊
の
拷
振
の

白
拷
で
あ
る
。
神
事
は
、
御
衣
を
中
心
に
し
て
時
計
回
り
の
方
向
に
鉾
、
大
榊
が
東
、
南
、

西
、
北
の
順
で
四
方
拝
す
る
。
四
方
拝
は
、
古
来
よ
り
変
化
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
神
事
の
意
義
は
、
御
衣
を
中
心
に
し
て
鉾
、
大
榊
（
御
機
織
神
事
で
織
ら
れ
た
荒
拷
が

か
け
ら
れ
る
）
を
四
方
拝
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
御
衣
の
廻
り
を
鉾
、
大
榊
を
以
て

四
方
拝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
御
衣
が
祓
わ
れ
、
同
時
に
御
衣
及
び
大
榊
の
荒
拷
に
貫
前
神

の
神
霊
が
神
移
し
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

御
衣
が
、
神
の
御
召
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
御

機
織
神
事
で
も
触
れ
た
よ
う
に
本
神
事
の
御
衣
は
、
年
々
歳
々
貫
前
神
を
更
新
し
て
い
る
。

ま
た
、
神
事
は
単
に
御
供
所
で
御
衣
の
周
囲
を
廻
っ
て
い
る
が
如
く
見
え
る
が
、
子
細
に

見
る
と
そ
れ
は
本
来
の
形
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
御
供
所
に
移
動
す
る
以
前
は
、
神
域
の

い
ず
れ
か
の
地
に
神
離
が
設
け
ら
れ
た
か
、
或
い
は
何
ら
か
の
神
殿
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

御
衣
が
置
か
れ
本
神
事
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
す
る
。

御
先
払
神
事
（
写
真
6
.
7
)

神
事
で
使
用
さ
れ
る
大
榊
．
鉾
は
、
御
衣
神
事
終
了
後
行
列
を
整
え
通
常
は
全
く
使
用
さ

れ
な
い
不
明
門
（
御
戸
開
神
事
の
当
日
の
み
開
門
す
る
）
を
通
っ
て
旧
参
道
を
西
進
し
、

総
門
か
ら
石
段
を
下
り
、
楼
門
を
経
て
拝
殿
へ
昇
り
本
殿
に
至
る
ル
ー
ト
を
御
神
幸
す
る
。

大
榊
は
、
神
幸
後
本
殿
内
に
納
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
御
衣
も
御
先
払
の
儀
の
終
了
後
、
神
馬
に
乗
せ
ら
れ
た
後
、
大
榊
と
同
様
な
コ
ー

6
 ―
つ
の
遷
宮
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ス
を
御
神
幸
し
て
本
殿
に
至
る
。

御
先
払
神
事
の
「
払
」
は
、
「
祓
」
が
本
来
で
、
先
ず
こ
の
神
事
が
行
わ
れ
る
と
云
う
こ
と

は
貫
前
神
の
神
霊
で
あ
る
「
御
衣
」
の
御
神
幸
コ
ー
ス
を
鉾
・
大
榊
が
祓
い
清
め
る
神
事

で
あ
ろ
う
。

ま
た
大
榊
・
御
衣
が
本
殿
内
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
御
機
織
神
事
で
織
ら
れ
た
荒
拷
が

貫
前
神
に
神
供
さ
れ
、
貫
前
神
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
も
意
味
す
る
。

神
事
の
御
神
幸
は
、
平
安
時
代
の
貫
前
神
社
に
専
玉
殿
、
借
玉
殿
の
二
本
殿
が
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
御
神
幸
そ
の
も
の
は
専
玉
殿
か
ら
借
玉
殿
、
借
玉
殿
か
ら
専
玉
殿
へ
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
冬
の
御
戸
開
神
事
は
借
玉
殿
か
ら
専
玉
殿
、

（

註

1

9

)

春
の
御
戸
開
神
事
は
専
玉
殿
か
ら
借
玉
殿
へ
の
御
神
幸
で
あ
っ
た
と
推
す
る
。
さ
す
れ
ば
、

か
っ
て
は
境
内
の
何
処
か
で
斎
行
さ
れ
た
と
如
上
で
述
べ
た
御
衣
廻
神
事
も
冬
は
借
玉
殿

前
、
春
は
専
玉
殿
前
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
形
で

御
神
幸
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
御
神
幸
そ
の
も
の
は
貫
前
神
を
遷
し
奉
る
こ
と
で
あ
り
、

オ
ケ
ホ
ケ
神
事

本
神
事
は
、
台
上
の
木
皿
に
酌
ま
れ
た
醜
酒
が
神
職
に
よ
り
箸
に
て
三
度
に
わ
た
り
計
九

回
台
上
に
つ
け
ら
れ
る
。
本
神
事
は
、
貫
前
神
社
の
祭
礼
神
事
の
う
ち
元
旦
の
夕
御
餞
、

一
月
三
日
の
昼
御
餞
、
一
月
五
日
の
末
社
月
読
神
社
祭
、
一
月
七
日
の
七
草
粥
式
、
一
月

十
五
日
の
御
筒
粥
神
事
、
御
戸
開
祭
一
連
神
事
の
中
の
ア
ヲ
リ
ヤ
神
事
、
末
社
鍬
山
神
社

祭
、
末
社
若
御
子
神
社
祭
等
で
も
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
御
戸
開
神
事
の
ヲ
ケ
ホ
ケ
は
、
同
じ
ヲ
ケ
ホ
ケ
の
儀
で
も
他
の
神
事
と
異
な
る

意
義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
春
の
御
戸
開
神
事
は
年
の
始
め
に
当
た
っ
て
地
域
の
農

作
物
豊
穣
を
貫
前
神
に
祈
る
祈
年
祭
、
冬
の
御
戸
開
神
事
は
農
作
物
の
収
穫
を
感
謝
す
る

と
共
に
、
貫
前
神
が
神
供
さ
れ
た
も
の
を
親
し
く
聞
こ
し
食
す
神
嘗
祭
或
い
は
相
嘗
祭
の

意
味
を
持
つ
神
事
と
い
え
る
。

特
に
冬
の
場
合
は
単
な
る
相
嘗
で
は
な
く
、
荒
拷
、
御
衣
同
様
に
貫
前
神
の
更
新
を
意
味

す
る
重
要
な
祭
儀
・
神
事
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
は
、
貫
前
神
社
の
式
年
遷
宮
が
春
、
冬

の
御
戸
開
祭
に
行
わ
れ
る
中
、
冬
の
御
戸
開
祭
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺

146 (13) 
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ー た
神
事
等
を
反
省
し
て
、
国
造
自
ら
が
古
儀
を
と
ど
め
る
為
に
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
と

ま
た
、
岐
阜
県
南
宮
神
社
の
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
十
一
月
の
奥
書
を
持
つ

『南
宮
神

事
祭
礼
年
中
行
事
』
に
は
、
退
転
し
た
御
田
植
、
五
月
会
に
つ
い
て
記
事
が
あ
り
、
そ
の
末

右
は
往
古
ヨ
リ
博
ル
所
ノ
年
中
行
事
也
。
常
代
省
略
ニ
シ
テ
異
ル
事
有
之
。

為
後
鑑
、
令
書
記
之
者
也

と
あ
り
、
再
興
に
努
め
て
い
る
心
意
が
伺
わ
れ
る
と
す
る
。

貫
前
神
社
も
こ
れ
ら
神
社
と
同
様
に
、
退
転
し
て
い
た
神
事

・
祭
礼
行
事
の
再
興
に
つ
と

め
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
れ
を
書
き
記
し
た
の
が
如
上
の
史
料
で
あ
る
。
幸
い
貫
前
神
社
の

場
合
は
、
こ
れ
に
記
録
さ
れ
た
神
事
、
祭
礼
行
事
が
、
明
治
八
年
頃
友
成
道
信
に
よ
り
『
行

事
私
記
』
と
し
て
詳
細
に
書
き
留
め
ら
れ
た
。
そ
れ
故
に
貫
前
神
社
の
神
事
等
は
、
明
治
維

新
後
も
一
部
の
神
事
を
除
い
て
は
退
転
す
る
こ
と
も
な
く
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、
我
が
国
の
祭
祀
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
神
事
も
あ
る
。

本
来
な
ら
、

『行
事
私
記
』
に
あ
る
全
て
の
神
事
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
所
で
あ
る
が
、
紙

幅
の
都
合
も
あ
り
御
戸
開
祭
関
連
神
事
に
つ
い
て
の
み
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

注
連
釣
神
事

本
神
事
が
行
わ
れ
る
富
岡
市
七
日
市
と
一
宮
町
の
境
に
位
置
す
る
字
鳥
坂
の
大
明
神
木

は
、
か
っ
て
の
貫
前
神
社
四
至
の
一
っ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
神
事
は
、
四
至
各
々
の
場
所
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
神
社
の
四
至
は
、

鳥
坂
の
他
に
富
岡
市
宇
田
字
注
連
木
、
富
岡
市
神
農
原
字
占
木
、
富
岡
市
田
島
字
鳥
居
の

三
個
所
と
伝
え
て
い
る
。
広
大
な
広
さ
で
あ
る
が
、
こ
の
範
囲
の
中
が
か
っ
て
の
貫
前
神

社
の
神
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『上
野
国
交
替
実
録
帳
』
に
は
、
抜
鋒
神
社
の
建
物
群

（

註

1

1

)

と
し
て
「
四
面
鳥
居
各
有
額
」
な
る
記
載
が
あ
る
。
こ
の
四
面
鳥
居
が
四
至
の
位
置
な

ら
ば
、
注
連
釣
神
事
は
、
各
々
の
鳥
居
に
注
連
縄
を
張
る
神
事
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
の

神
事
で
大
祓
詞
が
奏
上
さ
れ
る
こ
と
は
、
御
戸
開
神
事
に
先
だ
っ
て
神
域
内
を
清
浄
に
す

る
為
の
神
事
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
本
神
事
は
、
貫
前
神
社
の
神
域
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
神
事
で
あ
る
。

尾
に 、

。
し
A

つ

春
の
御
戸
開
神
事
ま
で
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
置
か
れ
る
。

貫
前
神
社
の
鹿
占
は
、
明
治
維
新
後
、
神
社
を
中
心
と
し
た
三
十
一
箇
村
の
火
難
を
占
っ

て
い
る
。
こ
の
火
難
占
に
対
し
、
本
神
事
は
、
新
し
い
年
の
吉
凶
を
占
う
年
占
神
事
で
あ

（

註

1

4

)

る
と
の
説
も
あ
る
。
果
た
し
て
、
そ
の
通
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
神
事
が
か
っ
て
春
（
明
治
三
年
ー
一
八
七

0
年
—
ま
で
行
っ
て
い
た
）
、
冬
の
両
御
戸
開

神
事
が
斎
行
さ
れ
る
前
に
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
来
は
火
難

・
年
占
を

（

註

1

5

)

ト
し
た
も
の
で
は
な
い
。
推
測
の
域
は
出
な
い
が
、
伊
勢
神
宮
の
御
占
神
事
の
如
く
神
事

に
奉
仕
す
る
神
官
等
、
即
ち
御
戸
開
神
事
に
奉
仕
す
る
神
官

・
神
人
た
ち
の
不
浄

・
吉
凶

を
卜
し
た
神
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（

註

1

6

)

な
お
、
本
神
事
の
詳
細
は
、

『鹿
占
習
俗
ー
群
馬
県
ー
」
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
本
神
事
で
は

『上
野
国
神
名
帳
」
（
五
百
四
十
九
座
）
が
奉
唱

さ
れ
る
。
ち
な
み
に
奉
唱
さ
れ
る

『神
名
帳
』
は
、
巷
間
で
一
ノ
宮
本
或
い
は
貫
前
神
社

（
註

1

7

)

所
蔵
本
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

御
機
織
神
事
（
写
真
3

)

本
神
事
は
、
冬
の
御
戸
開
祭
の
み
行
わ
れ
る
。
本
神
事
で
は
、
荒
拷
が
少
女
に
よ
っ
て
織

ら
れ
る
が
、
織
ら
れ
た
荒
拷
は
大
榊
に
懸
け
ら
れ
御
戸
開
神
事
当
日
の
御
衣
廻
、
御
先
払

神
事
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
大
榊
は
、
御
戸
開
神
事
が
本
殿
で
行
わ
れ
て
い
る
間
、

本
殿
の
御
扉
に
立
て
か
け
て
置
か
れ
、
神
事
が
終
了
す
る
と
外
陣
に
納
め
ら
る
。
そ
し
て

3
 で

あ
る
。

2
 
鹿
占
（
鹿
卜
）
神
事
（
写
真
2

)

本
神
事
は
、
鹿
の
肩
押
骨
に
焼
錐
を
さ
し
て
吉
凶
を
占
う
神
事
で
あ
る
。
我
が
国
の
鹿
卜

は
、
弥
生
時
代
以
来
行
わ
れ
て
い
た
占
い
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
鳥
取
県
青
谷
町
の
弥
生
時

代
前
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
は
、
全
国
最
多
の
卜
骨
ニ

（

註

1

2

)

二
七
点
が
発
見
、
調
査
さ
れ
て
い
る
。
関
東
地
方
で
も
神
奈
川
県
三
浦
市
南
下
浦
町
の
毘

沙
門
B
洞
窟
遺
跡
、
間
口
洞
窟
遺
跡
、
千
葉
県
市
原
市
の
菊
間
遺
跡
等
で
発
見
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
群
馬
県
内
で
も
四
世
紀
の
卜
骨
遺
物
が
、
高
崎
市
の
新
保
田
中
遺
跡
で
発
見

（

註

1

3

)

さ
れ
て
い
る
。
観
察
し
た
限
り
で
は
、
各
遺
跡
出
土
卜
骨
（
鹿
肩
評
骨
）
の
占
は
、
貫
前

神
社
と
同
じ
方
法
（
焼
い
た
錐
等
で
骨
に
穴
を
開
け
、

そ
の
開
き
ぐ
わ
い
で
吉
凶
を
占
う
）
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以
上
が
御
戸
開
祭
の
概
要
で
あ
る
。

上
記
神
事
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
私
が
『
一
之
宮
貫
前
神
社
調
査
報
告
書
』
（注
6

)

の
中

で
一
部
行
っ
て
い
る
以
外
は
、
神
事
の
紹
介
の
み
が
多
く
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
改
め
て
、
こ
れ
ら
神
事
の
考
察
を
行
う
事
に
す
る
。

四
、
御
戸
開
祭
諸
神
事
の
考
察

御
戸
開
祭
諸
神
事
の
詳
細
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
二
月
二
十
四
日
よ
り
同
十
年

（
一
八
七
七
）
十
二
月
八
日
ま
で
の
三
カ
年
に
わ
た
っ
て
貫
前
神
社
の
主
典
と
し
て
奉
仕
し

た
長
野
県
出
身
の
士
族
友
成
道
信
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た

『貫
前
神
社
年
中
御
祭
典
行
事
私

記
』
（
注
7
以
下

『行
事
私
記
』
と
称
す
）
に
見
え
る
。

友
成
道
信
は
、
貫
前
神
社
の
主
典
と
し
て
奉
仕
す
る
か
た
わ
ら
明
治
維
新
後
政
府
の
手
に

よ
っ
て
次
々
と
神
社
の
諸
制
度
が
改
革

・
整
備
さ
れ
て
い
く
中
、
改
革
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ

て
従
来
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
数
多
く
の
祭
礼
行
事
が
内
容
を
変
更
さ
れ
た
り
、
廃
止

の
憂
き
目
に
あ
う
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、
少
な
く
と
も
貫
前
神
社
に
お
い
て
明
治
七
年
ま

で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼
行
事
を
実
に
緻
密
に

『行
事
私
記
』
に
書
き
記
し
、
後
人
に
残

し
て
く
れ
た
。

そ
の
結
果
、
貫
前
神
社
に
お
い
て
は
官
制
祭
典
の
他
に
、
古
く
よ
り
神
社
で
斎
行
さ
れ
て

き
た
多
く
の
神
事
・
祭
礼
行
事
が
、
明
治
初
年
に
廃
止
の
憂
き
目
に
あ
う
こ
と
な
く
今
日
に

伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
書
に
は
、
後
人
の
朱
筆
に
て

明
治
八
年
、
当
社
社
家
の
行
ひ
来
り
し
伝
来
祭
式
を
見
聞
し
て
草
稿
し
た
る
も
の
な
り

と
云
い
伝
ふ

と
あ
る
が
、
貫
前
神
社
伝
来
の
神
事
等
を
考
え
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

『行
事
私
記
』
の
冒
頭
に
は
、
延
宝
八
年
(
-
六
八
0

)

に
行
わ
れ
て
い
た
貫
前
神
社
の

神
事
が

上
野
國
年
中
行
事
祭
證
記
窪

一
、
正
月
朔
日
供
餅
申
刻
供
饗
膳
神
楽
之
行
法
至
夜
献
雉
子
贄
御
酒

三
日
水
的
之
行
法
申
刻
御
膳

七
日
朝
供
粥
御
酒
神
楽
之
行
法
巫
射
之
祭

十
五
日
筒
粥
之
行
法

一
、
正
月
終
之
亥
日
入
神
事
子
日
迄
二
七
日
止
嗚
器
之
音
禁
悪
臭
従
丑
日

至
末
日
七
日
之
中
毎
日
祭
末
社
其
間
御
卜
焼
之
行
法
鍬
山
祭

一
、
二
月
初
申
日
戌
刻
御
戸
開
祭
御
供
七
十
五
膳
供
内
殿
戌
日
丑
刻
鎮
之
行
法

一
、
三
月
三
日
朝
供
草
餅
献
御
酒
神
楽

十
四
日
舞
童

一
、
五
月
五
日
朝
供
粽
献
御
酒
神
楽
申
刻
流
鏑
馬

一
、
六
月
晦
日
名
越
祓

一
、
七
月
七
日
御
田
植
祭

一
、
九
月
九
日
朝
供
御
膳
神
楽
申
刻
流
鏑
馬

一
、
十
一
月
終
之
亥
日
入
神
事
如
正
月
之
祭
法

一
、
十
二
月
初
之
申
日
御
戸
開
如
二
月
之
祭
法
外
御
機
織
之
祭
神
明
祭
之
神
楽
有

右
の
史
料
に
見
え
る
神
事
・祭
礼
は
、
延
宝
八
年
当
時
に
お
け
る
貫
前
神
社
の
主
要
神
事
・

祭
礼
行
事
を
書
き
記
し
た
も
の
も
の
で
あ
る
。
桜
井
勝
之
進
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
は
前
代

の
戦
国
動
乱
か
ら
よ
う
や
く
世
の
中
が
落
ち
着
い
た
時
期
で
、
戦
国
動
乱
の
中
で
退
転
し
て

い
た
各
神
社
の
神
事

・
祭
礼
行
事
の
復
古
努
力
、
書
留
が
な
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た

（

註

8

)

と
い
う
。
例
え
ば
、
和
歌
山
県
の
日
懸

・
国
懸
神
宮
の
「
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
卯
月
廿

一
日
、
紀
伊
国
造
第
六
十
九
代
刑
部
少
輔
従
五
位
下
紀
朝
臣
昌
長
」
の
奥
書
が
あ
る

『日
前
・

国
懸
両
太
神
宮
年
中
行
事
』
の
末
尾
に
は

と
有
り
、
更
に
同
じ
年
の
五
月
三
日
付
け
の
奥
書
を
も
つ

『当
時
祭
祀
次
第
』
の
末
尾
に
は

右
古
代
年
中
祭
祀
百
二
十
余
日
之
内
、
格
別
之
祭
祀
之
分
、
書
出
申
候

と
し
、

『古
代
当
宮
年
中
行
事
大
略
之
事
』
の
末
尾
に

右
等
之
式
天
正
以
来
多
断
絶
仕
候

（

註

9

)

と
も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
紀
伊
国
造
六
十
九
代
紀
朝
臣
昌
良
が
、
天
正
年
間
以
来
断
絶
し

右
当
宮
昔
日
祭
祀
の
次
第
大
概
如
此
、
例
如
件

一
、
毎
月
朔
日
十
五
日
二
八
日
供
御
膳

と
記
さ
れ
て
い
る
。 之
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み
き
も
の
あ
じ
あ
い

門
を
通
っ
て
拝
殿
に
昇
る
。
こ
の
際
祓
串
、
水
、
切
麻
台
を
拝
殿
傍
に
置
く
。

⑧
宮
司
以
下
、
拝
殿
に
着
座
。
（
こ
の
後
、
冬
の
御
戸
開
祭
は
、
宮
司
以
下
の
神
職

が
木
綿
手
裸
を
首
に
か
け
る
）
次
に
、
宮
司
は
本
座
を
立
ち
、
本
殿
に
昇
殿
し

て
外
陣
、
内
陣
の
御
扉
を
開
く
。
御
扉
は
正
面
は
宮
司
が
開
け
、
外
陣
の
左
右

は
他
の
神
職
が
開
け
る
。
開
扉
が
終
了
す
る
と
、
春
の
御
戸
開
神
事
は
前
年
の

冬
の
御
戸
開
神
事
の
神
餞
が
、
冬
の
御
戸
開
神
事
に
は
春
の
御
戸
開
神
事
の
神

餞
が
撤
せ
ら
れ
、
中
内
陣
、
外
内
陣
が
酒
掃
さ
れ
る
（
現
行
は
、
各
々
の
神
事

の
神
餞
は
神
事
終
了
後
、
直
ち
に
撤
っ
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
開
扉
後
は
、

直
ち
に
神
餞
が
供
せ
ら
れ
る
）
。
酒
掃
が
終
わ
る
と
、
三
十
八
台
の
神
餞
（
御
飯

三
十
一
台
、
魚
二
台
、
菓
子
三
台
、
斗
餅
一
台
、
七
ツ
皿
二
台
）
と
神
酒
造
神

事
で
作
ら
れ
た
醗
酒
二
瓶
、
御
先
払
神
事
に
用
い
た
雉
子
が
供
え
ら
れ
る
（
現

行
は
、
御
飯
、
サ
ル
デ
ー
ク
ナ
ジ
リ
、
粟
餅
、
菜
が
二
台
、
魚
二
台
、
菓
子
二

台
、
斗
餅
一
台
、
證
酒
一
台
、
七
ツ
皿
二
台
の
経
十
台
）

⑨
神
餞
が
供
せ
ら
れ
る
と
、
次
に
七
ツ
皿
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
外
内
陣
の

東
方
に
、
西
に
向
か
っ
て
坐
し
て
い
る
宮
司
に
対
し
、
神
職
が
神
餞
と
し
て
供

さ
れ
た
七
ツ
皿
の
台
を
宮
司
の
前
に
置
き
、
更
に
は
他
の
神
職
が
長
柄
提
銚
子

を
持
っ
て
昇
殿
し
、
宮
司
の
傍
に
座
し
て
行
う
。
先
ず
は
前
者
の
神
職
が
、
神

前
に
供
さ
れ
た
醜
酒
を
撤
し
て
、
瓶
子
の
醗
酒
を
長
柄
銚
子
に
注
ぐ
。
次
に
、

宮
司
は
拍
手
し
て
台
上
の
木
皿
（
木
皿
の
上
に
は
予
め
四
角
の
白
紙
が
敷
い
て

あ
る
）
を
取
り
あ
げ
る
。
次
に
、
他
の
神
職
が
木
皿
の
上
に
醒
酒
を
酌
む
。
七

ツ
共
に
酌
み
終
わ
る
と
、
前
者
の
神
職
が
七
ツ
皿
二
台
を
再
び
神
前
に
供
え
て
、

こ
の
儀
式
は
終
わ
る
。

⑩
次
に
、
ヲ
ケ
ホ
ケ
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
儀
式
は
、

あ
り
て
よ
き
こ
と

き
こ
し
め
せ
と
ま
を
す

と
い
う
歌
が
奏
楽
さ
れ
る
中
で
、
宮
司
の
前
に
木
皿
と
箸
を
の
せ
た
台
が
置
か

れ
て
、
銚
子
を
持
っ
た
神
職
が
宮
司
の
傍
に
座
し
て
執
り
行
わ
れ
る
。
先
ず
は

宮
司
が
拍
手
し
て
台
上
の
木
皿
を
両
手
で
採
る
と
、
銚
子
を
持
っ
た
神
職
が
木

18 

は
も
と
の
所
に
納
め
置
か
れ
て
、

オ
ケ
ホ
ケ
の
儀
は
終
わ
る
。

皿
に
醒
酒
を
酌
む
。
酌
み
終
わ
る
と
、
宮
司
は
左
手
に
木
皿
を
持
ち
、
右
手
に

て
台
上
の
箸
を
と
り
、
木
皿
の
酷
酒
を
箸
に
つ
け
、
台
の
上
三
箇
所
に
醗
酒
を

つ
け
る
。
終
わ
る
と
箸
を
台
上
に
戻
し
、
再
び
木
皿
を
持
ち
手
に
持
つ
。
右
の

儀
式
を
三
献
行
い
、
終
わ
る
と
箸
と
木
皿
は
台
上
に
置
か
れ
、
神
職
に
よ
り
台

⑪
次
に
、
外
内
陣
に
て
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
す
る
。

⑫
祝
詞
奏
上
が
終
わ
る
と
神
職
一
同
が
拝
礼
し
、
御
衣
、
荒
拷
を
懸
け
た
大
榊
、

木
綿
手
椎
は
外
陣
に
納
め
ら
れ
る
。
ま
た
神
餞
も
瓶
子
、
雉
子
は
撤
っ
せ
ら
れ

る
が
、
三
十
八
台
の
神
餞
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
次
の
御
戸
開
神
事
ま
で
供

え
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
神
事
が
終
了
す
る
と
、
宮
司
は
御
扉
を
閉
じ
、

本
坐
に
戻
る
（
現
行
で
は
明
治
以
来
、
祝
詞
奏
上
後
に
御
神
子
（
舞
姫
）
に
よ

り
大
和
舞
が
拝
殿
に
て
舞
わ
れ
る
。
舞
終
了
後
、
玉
串
奉
奨
の
儀
が
行
わ
れ
、

御
衣
、
荒
拷
を
懸
け
た
大
榊
等
は
外
陣
に
納
め
ら
れ
る
が
、
神
餞
は
全
部
撤
餞

さ
れ
る
）
。

⑬
宮
司
が
本
座
に
帰
る
と
、
次
に
外
陣
の
御
扉
前
中
央
に
は
御
先
払
の
儀
に
用
い

ら
れ
た
鉾
が
左
右
の
御
扉
前
に
は
大
榊
が
立
て
置
か
れ
る
。

⑭
次
に
、
神
職
一
同
退
座
す
る
。

鎮
神
事
御
戸
開
神
事
終
了
後
四
日
目
の
未
明
に
行
わ
れ
る
。
神
職
は
早
朝
に
潔
斎
を
行
い
、

そ
の
後
神
事
に
用
い
る
飯
を
炊
き
、
角
板
に
四
つ
盛
置
く
。
ま
た
梅
枝
を
七
、
八

寸
の
丈
に
切
っ
た
も
の
を
十
八
本
作
り
、
こ
れ
を
三
本
づ
つ
紙
に
て
結
ん
で
置
く
。

ま
た
草
鞘
六
足
を
用
意
し
て
置
く
。
春
の
鎮
神
事
は
、
現
行
三
月
十
七
日
（
旧
暦

戌
日
）
の
午
前
二
時
よ
り
県
立
社
会
教
育
館
東
に
あ
る
「
東
の
鎮
塚
」
（
径
十
米
、

高
さ
二
米
ほ
ど
の
大
き
さ
、
古
式
の
円
墳
か
）
、
冬
の
鎮
神
事
は
十
二
月
十
五
日
（
旧

暦
戌
日
）
午
前
二
時
よ
り
神
社
北
麓
の
民
家
の
傍
に
あ
る
「
北
の
鎮
塚
」
（
丸
塚
の

跡
、
榎
木
が
あ
る
）
で
行
わ
れ
る
。
神
事
の
一
切
は
口
伝
秘
事
と
さ
れ
て
い
て
、

儀
式
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
神
具
と
し
て
は
、
梅
木
の
枝
で
作
る
二
十
Cm
ほ
ど

の
長
さ
の
「
ク
ナ
ド
」
（
杖
或
い
は
箸
か
？
）
と
称
さ
れ
る
も
の
を
用
い
る
。
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よ
り
布
（
荒
拷
）
を
は
ず
す
。

⑥
は
ず
さ
れ
た
布
は
、
左
の
大
榊
に
か
け
る
。
こ
の
大
榊
は
、
御
戸
開
神
事
の
際

の
「
御
先
払
神
事
」
に
用
い
ら
れ
る
。

⑦
次
に
、
神
職
が
奏
楽
の
行
わ
れ
る
中
で
、
竹
鈴
を
持
っ
て
神
座
を
は
じ
め
、
東

西
南
北
と
四
方
を
拝
す
る
。

⑧
次
に
、
再
び
神
職
が
榊
枝
を
持
っ
て
、
四
方
拝
を
行
う
。

⑨
次
に
、
榊
の
打
違
た
る
を
持
っ
た
神
職
が
、
四
方
拝
を
行
う
。

⑩
次
に
、
榊
の
葉
八
ツ
を
つ
け
た
木
綿
手
襟
を
か
け
た
神
職
が
、
弓
、
矢
を
持
っ

て
四
方
拝
を
行
う
。
こ
の
弓
矢
は
、
桑
で
弓
を
作
り
、
矢
は
蓬
で
作
る
。
ま
た

こ
の
弓
矢
は
、
神
事
終
了
後
保
存
さ
れ
、
正
月
に
行
わ
れ
る
「
水
的
神
事
」
に

再
び
使
用
さ
れ
る
。

⑪
神
職
の
四
方
拝
が
終
了
す
る
と
、
次
に
少
女
が
神
職
同
様
に
竹
鈴
、
榊
枝
、
榊

の
打
違
っ
た
も
の
、
弓
矢
を
持
っ
て
四
方
拝
を
行
う
。

以
上
で
、
神
機
織
神
事
は
終
了
す
る
。

御
戸
開
神
事

春
、
冬
の
両
御
戸
開
祭
と
も
午
後
七
時
よ
り
、
次
の
順
序
で
行
わ
れ
る
。

①
旧
宮
崎
村
（
現
富
岡
市
宮
崎
）
よ
り
消
防
団
が
到
着
し
、
下
り
参
道
の
石
段
の

両
脇
に
て
簑
火
を
焚
く
。

②
宮
司
以
下
の
神
職
は
、
斎
館
を
出
て
楼
門
右
側
の
祓
所
で
修
祓
の
儀
を
行
う
。

終
了
後
御
供
所
に
入
る
。
神
職
は
、
西
に
向
か
っ
て
着
座
。

③
御
供
所
で
は
、
予
め
舗
設
し
て
あ
る
御
衣
（
白
布
に
包
ん
だ
白
拷
で
、
絹
一
匹
）

の
位
置
に
て
御
衣
廻
四
方
拝
の
儀
を
行
う
。
こ
の
儀
は
、
神
職
が
御
供
所
の
西

方
に
舗
設
し
て
あ
る
鉾
と
大
榊
（
冬
の
神
事
の
場
合
は
、
神
機
織
神
事
で
織
っ

た
荒
拷
を
懸
け
た
榊
を
用
い
る
）
を
と
り
、
鉾
を
も
っ
た
神
職
が
中
央
に
立
ち
、

大
榊
を
持
っ
た
神
職
二
名
が
左
右
に
並
ん
で
立
ち
（
荒
拷
を
懸
け
た
大
榊
は
、

北
側
南
面
す
る
）
、
御
衣
に
向
か
っ
て
一
拝
し
、
次
に
左
へ
廻
り
南
、
西
、
北
と

そ
れ
ぞ
れ
一
拝
す
る
（
写
真
4

)

。

④
御
衣
廻
四
方
拝
の
儀
が
終
了
す
る
と
、
神
職
一
名
が
御
供
所
の
御
食
棚
の
雉
子

を
と
る
（
現
行
で
は
雉
子
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
、
雉
子
を
懸
け
る

祭
具
を
と
る
）
。

⑤
次
に
、
御
先
払
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
儀
は
、
古
く
は
神
職
一
名
が
鉾
、
一

名
が
雉
子
を
持
ち
、
更
に
二
名
が
大
榊
を
持
っ
て
御
供
所
東
口
よ
り
出
て
、
雉

子
を
中
央
に
し
て
、
こ
の
雉
子
を
左
右
よ
り
大
榊
に
て
覆
い
、
後
よ
り
鉾
に
て

そ
の
上
を
覆
う
。
そ
し
て
雉
子
の
左
右
に
高
張
提
灯
を
つ
け
て
、
行
列
を
整
え

る
。
行
列
は
、
勅
額
鳥
居
よ
り
不
明
門
（
写
真
7

)

を
出
て
西
に
進
み
、
惣
門

よ
り
入
っ
て
石
段
を
下
り
、
楼
門
を
入
り
拝
殿
に
昇
っ
て
鉾
、
大
榊
を
便
宜
の

所
に
置
く
。
雉
子
は
御
食
棚
に
置
く
。
そ
の
後
再
び
御
供
所
に
戻
り
、
神
職
は

御
供
所
の
神
餞
を
拝
殿
に
運
び
、
こ
れ
を
神
餞
棚
に
置
く
。
終
了
し
て
神
職
は

御
供
所
に
戻
り
、
今
度
は
御
衣
を
神
馬
に
乗
せ
る
。
ま
た
予
め
用
意
し
て
あ
る

祓
串
と
川
瀬
神
事
の
日
の
高
田
川
よ
り
汲
ん
で
き
た
水
、
切
麻
を
神
職
が
各
々

持
ち
、
惣
門
前
で
神
馬
を
待
つ
。
御
衣
を
乗
せ
た
神
馬
は
、
行
列
を
組
み
お
先

払
の
儀
と
同
じ
コ
ー
ス
を
と
り
、
総
門
前
に
行
く
。

（
現
行
で
は
、
お
先
払
の
儀
と
御
衣
の
行
列
の
儀
は
一
緒
に
行
わ
れ
て
い
る
。

行
列
は
、
宮
崎
警
護
消
防
団
ー
高
張
ー
大
祓
榊
ー
伶
人
ー
御
神
子
（
舞
姫
）
ー
高

張
ー
雉
子
ー
大
榊
ー
鉾
ー
高
張
ー
宮
司
ー
神
職
ー
神
馬
ー
高
張
ー
参
列
者
ー
一

ノ
宮
警
護
消
防
団
の
順
序
で
あ
る
。
な
お
現
在
は
、
馬
が
調
達
出
来
な
い
た
め
、

御
衣
は
氏
子
総
代
が
持
つ
）

⑥
次
に
、
惣
門
前
で
手
水
の
儀
を
行
う
。
こ
れ
は
、
惣
門
前
に
予
め
注
連
縄
を
張

り
巡
ら
し
た
祓
所
を
舗
設
し
、
こ
こ
に
川
瀬
神
事
で
汲
ん
で
き
た
水
と
切
麻
等

が
置
か
れ
る
。
御
衣
の
行
列
が
着
く
と
、
宮
司
以
下
の
神
職
が
祓
所
に
入
る
。

当
面
す
る
宮
司
の
前
に
は
、
切
麻
台
が
置
か
れ
る
。
次
い
で
、
水
を
持
っ
た
神

職
が
、
宮
司
に
水
を
提
ぐ
。
こ
の
水
に
て
宮
司
は
、
盟
嗽
す
る
。
こ
の
間
祓
串

を
持
っ
た
他
の
神
職
が
、
宮
司
を
修
祓
す
る
。
宮
司
は
、
盟
嗽
し
終
わ
る
と
白

紙
を
と
り
口
と
手
を
拭
い
、
更
に
は
前
に
置
か
れ
た
切
麻
台
か
ら
切
麻
を
と
つ

て
祓
う
。
宮
司
の
祓
が
終
了
す
る
と
神
職
は
御
衣
の
前
と
後
で
各
々
水
を
こ
ぼ

し
、
祓
串
で
修
祓
す
る
。

⑦
手
水
の
儀
が
終
了
す
る
と
再
び
行
列
を
整
え
、
惣
門
を
入
り
石
段
を
下
り
、
楼

150 (9) 
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五
本
に
、
壱
、
弐
と
筆
記
し
、
こ
れ
を
炉
の
中
央
及
び
四
方
に
立
て
る
。
次
に
、

炉
に
炭
が
入
れ
ら
れ
る
。
次
に
火
打
ち
石
と
火
打
ち
金
に
て
火
が
お
こ
さ
れ
、
炭

に
そ
の
火
が
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
神
職
に
よ
っ
て
『
上
野
国
神
名
帳
』
が
奉

唱
さ
れ
る
。
炭
の
火
が
お
き
る
と
、
炉
に
錐
が
入
れ
ら
れ
焼
か
れ
る
。
次
に
、
祝

詞
が
奏
上
さ
れ
た
後
、
神
職
に
よ
り
鹿
卜
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
方
法
は
、
予
め
炉

の
傍
に
置
い
て
あ
る
鹿
骨
（
肩
押
骨
を
う
す
く
し
た
も
の
）
を
取
り
上
げ
、
こ
れ

東
よ
り
い
す
（
づ
？
）

に
添
え
木
を
あ
て
左
手
に
持
ち
、
右
手
に
は
焼
錐
を
持
っ
て
、
鹿
骨
を
先
ず
三
回

貫
く
。
終
わ
る
と
、
こ
の
鹿
骨
を
白
紙
に
包
む
。
次
に
、
他
の
神
職
に
よ
り
村
名

帳
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
古
式
に
則
り
小
幡
南
と
か
黒
川
北
と
北
甘
楽
郡
下
三
十

一
ヵ
村
の
村
名
が
呼
ば
れ
る
と
、
そ
の
声
に
応
じ
て
再
び
左
手
の
白
紙
に
包
ま
れ

た
鹿
骨
、
右
手
に
焼
錐
を
持
っ
て
何
々
村
と
唱
え
、
焼
錐
を
鹿
骨
に
貫
き
鹿
卜
を

行
い
、
吉
凶
を
判
じ
大
吉
、
中
吉
、
小
吉
と
唱
え
る
。
判
ぜ
ら
れ
た
吉
凶
は
、
他

の
神
職
が
「
鹿
占
神
事
御
占
方
」
に
記
録
す
る
。
鹿
卜
が
終
了
す
る
と
鈴
と
笹
の

葉
を
持
っ
た
神
職
が
舞
を
行
う
。
舞
が
終
了
す
る
と
神
事
は
終
わ
る
。

末
社
高
謹
神
社

・
櫛
八
玉
神
社

・
八
幡
神
社

・
日
枝
神
社

・
水
分
神
社
祭
（
旧
暦
は
、

鹿
卜
神
事
当
日
午
後
六
時
）
、
祭
は
、
熱
田
神
社
に
同
じ
。

鍬
山
神
社
祭
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
四
日
前
巳
日
）

冬
は
行
わ
れ
な
い
。
拝
殿
の
前
に
荒
薦
を
敷
き
、
神
職
一
名
が
、
榊
の
枝
に
木
で

作
っ
た
鍬
を
懸
け
た
の
を
持
ち
、
本
殿
の
方
に
向
か
っ
て
立
つ
。
次
に
、
宮
司
が

神
職
の
後
に
本
殿
に
向
か
っ
て
座
す
。
次
に
、
オ
ケ
ホ
ケ
を
行
う
。
次
に
、
神
職

が
太
鼓
を
打
ち
先
に
立
ち
、
以
下
一
同
引
き
続
き
榊
を
持
っ
て
立
つ
神
職
の
廻
り

を
三
回
巡
り
、
終
っ
て
本
座
に
復
す
。
次
に
、
鼓
を
打
ち

る
小
松
も
わ
け
て
東
よ
り
い
す
（
づ
？
）
る

月
を
に
し
へ
も
や
ら
ず
本
（
故
？
）
こ
て
ら
す
大
神
ま
ん
ざ
い
ら
く

の
歌
を
唄
う
。
終
わ
る
と
退
座
。

竃
清
の
神
事
（
旧
暦
は
、
鍬
山
神
社
祭
当
日
に
行
う
）

竃
に
至
り
、
鍬
山
神
事
に
用
い
た
榊
に
懸
け
た
木
鍬
を
鼈
に
立
て
、
湯
総
と
鈴
を

振
り
楽
を
奏
す
る

末
社
須
賀
神
社
祭
（
旧
暦
は
、
鍬
山
神
社
祭
当
日
午
後
六
時
に
行
う
）

16 14 

末
社
稲
荷
神
社

・
若
御
子
神
社
祭
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
三
日
前
午
日
、

冬
十
二
月
初
申
日
よ
り
三
日
ま
え
午
日
）

稲
荷
神
社
祭
は
正
午
十
二
時
神
職
が
御
供
所
に
行
き
行
う
。
御
供
所
の
西
南
の
方

に
神
座
の
机
の
机
を
置
く
。
次
に
、
神
職
が
神
座
に
向
か
っ
て
座
す
。
次
に
散
米
。

散
米
の
間
奏
楽
。
次
に
神
職
が
、
木
皿
に
洗
米
を
盛
り
台
に
の
せ
、
他
の
神
職
の

前
に
置
く
。
次
に
神
職
が
、
拍
手
し
て
木
皿
の
洗
米
を
撮
り
、
台
の
上
に
左
、
右
、

左
と
散
し
一
拝
す
る
。
次
に
、
神
職
が
台
を
撤
し
、
本
座
に
復
す
。
次
に
、
机
を

撤
す
。
若
御
子
神
社
祭
は
、
御
供
所
丑
の
方
に
机
を
置
く
。
こ
の
時
神
餞
十
台
を

御
食
棚
に
備
え
置
く
。
次
に
、
神
職
神
座
に
向
か
っ
て
座
す
。
次
に
散
米
。
次
に

オ
ケ
ホ
ケ
を
行
う
。
オ
ケ
ホ
ケ
の
間
は
奏
楽
。
次
に
、
神
職
が
炉
の
方
に
至
り
火

を
鑽
出
し
、
葦
に
て
つ
く
っ
た
梯
子
を
焼
く
。
次
に
、
神
職
三
名
が
机
の
廻
り
を

三
度
巡
る
。
次
に
直
会
。
終
わ
っ
て
本
座
に
復
す
し
て
退
座
す
る
。
こ
の
日
、
午

後
六
時
よ
り
宮
司
以
下
の
神
職
と
御
戸
開
神
事
に
関
す
る
も
の
一
同
、
潔
斎
を
行

ぶノ

御
機
織
神
事
（
旧
暦
は
、
十
二
月
初
申
日
よ
り
二
日
前
未
日
午
後
六
時
写
真
3

)

春
の
御
戸
開
神
事
は
な
い
。
冬
の
御
戸
開
神
事
の
み
の
神
事
で
あ
り
、
現
行
は
御

戸
開
神
事
前
日
の
十
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
神
事
は
、
御
戸
開
神
事
に

お
い
て
貫
前
神
に
供
え
る
神
衣
を
織
る
も
の
で
、
毎
年
氏
子
の
中
か
ら
十
三
歳
未

満
の
少
女
が
選
ば
れ
て
荒
拷
を
織
る
。
こ
の
神
事
は
、
か
っ
て
御
供
所
で
行
わ
れ

て
い
た
が
、
現
在
は
拝
殿
で
行
っ
て
い
る
。
神
事
は
機
織
具
（
い
ざ
り
機
）
を
拝

殿
中
央
に
舗
設
し
、
そ
の
北
に
神
座
の
机
を
設
け
、
更
に
そ
の
北
に
一
、
八
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
大
榊
二
本
を
立
て
、
次
の
如
く
行
う
。

①
大
榊
は
、
右
榊
に
四
垂
を
十
二
、
左
榊
に
八
つ
つ
け
る
。

②
神
職
は
、
機
織
り
の
西
方
に
座
す
。

③
十
三
歳
未
満
の
少
女
は
、
機
織
に
向
か
っ
て
座
り
、
そ
の
左
右
に
神
官
が
座
す
。

④
少
女
は
、
機
織
の
経
糸
を
八
筋
作
り
、
そ
れ
を
緒
巻
に
巻
き
、
機
織
に
か
け
る
。

そ
し
て
ア
ゼ
等
の
諸
機
器
を
取
り
付
け
る
。

⑤
次
に
、
緯
糸
を
管
に
巻
き
、
機
を
織
る
。
八
稜
の
荒
拷
を
織
り
、
終
わ
る
と
機

祭
は
、
熱
田
神
社
祭
に
同
じ
。
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に
神
職
一
同
、
酷
を
直
会
す
る
。
①
の
神
職
の
前
に
、
盃
を
置
く
。
同
神
職
盃
を

採
る
。
他
の
神
職
醜
を
酌
む
時
に
錫
と
串
柿
を
床
木
に
盛
り
、
①
の
神
職
の
前
に

置
く
。
他
の
神
職
以
下
同
じ
。
終
了
後
、
本
座
に
復
し
て
神
事
は
終
了
。

末
社
熱
田
神
社
祭
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
八
日
前
丑
日
、
冬
十
二
月
初
申

御
供
所
の
西
方
に
神
座
を
設
け
る
。
次
に
、
御
供
所
の
中
央
に
神
座
に
向
か
っ
て

神
職
一
名
（
①
）
座
す
。
次
に
神
座
と
神
職
の
間
に
萱
の
穂
で
作
っ
た
ア
ヲ
リ
ヤ

を
据
う
。
（
ア
ヲ
リ
ヤ
は
予
め
萱
の
穂
で
作
っ
て
お
く
）
次
に
神
職
一
名
（
②
）
神

餞
を
奉
る
。
次
に
①
の
神
職
散
米
。
次
に
②
の
神
職
木
皿
に
洗
米
を
盛
っ
た
の
を

台
に
の
せ
、
①
の
神
職
の
前
に
置
く
。
①
の
神
職
は
、
拍
手
し
て
木
皿
の
洗
米
を

撮
み
、
台
の
上
左
右
左
と
散
し
一
拝
す
る
。
②
の
神
職
台
を
徹
す
。
つ
ぎ
に
オ
ケ

ホ
ケ
。
次
に
、
神
職
三
名
ア
ヲ
リ
ヤ
に
の
せ
て
あ
る
萱
の
穂
を
と
っ
て
一
本
ず
つ

持
ち
、
神
座
に
向
か
っ
て
一
拝
―
―
一
名
と
も
し
、
ア
ヲ
リ
ヤ
の
巡
を
一
匝
し
、
ま
た

神
座
に
向
か
っ
て
一
拝
一
匝
し
、
ま
た
神
座
に
向
か
っ
て
一
拝
一
匝
す
る
。
合
わ

せ
て
三
拝
三
匝
し
、
終
わ
っ
て
萱
の
穂
を
ア
ヲ
リ
ヤ
に
納
め
本
坐
に
戻
る
。
次
に
、

神
職
ア
ヲ
リ
ヤ
と
神
餞
を
撤
す
る
。
終
了
後
、
直
会
し
て
祭
は
終
了
す
る
。
本
日
、

末
社
の
注
連
縄
を
張
り
直
す
。

末
社
諏
訪
神
社
・
八
坂
神
社
祭
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
七
日
前
寅
日
、
冬

十
二
月
初
申
日
よ
り
七
日
前
寅
日
午
後
六
時
）

祭
は
、
熱
田
神
社
に
同
じ
。

末
社
少
彦
名
神
社
・
長
田
神
社
・
近
戸
神
社
祭
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
六

日
前
卯
日
、
冬
十
二
月
初
申
日
よ
り
六
日
前
卯
日
午
後
六
時
）
、
祭
は
、
熱
田
神
社
に

同
じ
。

川
瀬
神
事
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
五
日
前
辰
日
、
冬
十
二
月
初
申
日
よ
り

春
は
一
＿
一
月
十
日
、
冬
は
十
二
月
八
日
の
早
朝
に
神
官
一
同
、
神
社
の
裏
手
の
東
北

方
を
流
れ
る
高
田
川
の
川
辺
に
お
い
て
斎
行
す
る
。
先
ず
は
神
官
一
同
神
社
の
裏

山
道
を
通
り
、
高
田
川
に
行
く
。
し
か
る
後
に
、
同
川
に
て
盟
嗽
す
る
。
次
に
御

戸
開
神
事
の
当
日
、
総
門
の
前
で
行
う
手
水
の
儀
に
用
い
る
水
を
汲
む
。
ま
た
、

五
且
即
辰
日
午
前
六
時
）

日
よ
り
八
日
前
丑
日
）

，
 べ

て
炉
の
側
に
置
く
。

鹿
占
神
事
に
用
い
る
祭
具
を
洗
い
清
め
る
。
高
田
川
で
の
神
事
が
終
わ
る
と
神
官

一
同
は
、
一
宮
町
犬
飼
に
あ
る
榎
木
に
注
連
縄
を
張
り
、
し
か
る
後
大
祓
詞
を
奏

し
、
終
っ
て
本
社
に
戻
る
。

鹿
卜
（
占
）
神
事
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
五
日
前
辰
日
、
冬
十
二
月
初
申

日
よ
り
五
日
前
辰
日
午
後
二
時
写
真
2

)

甘
楽
郡
下
三
十
一
箇
村
の
火
難
を
判
ず
る
神
事
で
あ
る
。
か
っ
て
は
春
、
冬
の
両

御
戸
開
祭
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
冬
の
み
で
十
二
月
八
日
に
執
り
行
わ
れ

る
。
従
前
は
御
供
所
に
て

①
同
所
西
の
方
に
注
連
縄
を
は
る
。

②
次
に
宮
司
が
注
連
縄
の
所
に
行
き
、
東
に
向
か
っ
て
座
す
。

③
宮
司
の
前
に
机
を
置
き
、
そ
の
上
に
『
上
野
国
神
名
帳
』
を
置
く
。
ま
た
神
職

の
前
に
机
を
置
き
、
硯
筈
を
置
く
。

④
次
に
、
神
職
が
炉
の
と
こ
ろ
へ
行
き
鹿
卜
の
用
意
を
行
う
。

⑤
次
に
、
神
職
が
当
国
の
神
名
帳
を
読
む
。
他
の
神
職
が
火
を
鑽
出
し
錐
を
焼
く
。

⑥
次
に
、
神
職
が
祝
詞
を
奏
す
。

⑦
次
に
、
鹿
卜
を
行
う
。

⑧
次
に
、
鹿
卜
が
終
了
す
る
と
神
職
が
鈴
と
笹
を
持
っ
て
舞
を
奏
す
る
。

の
順
序
を
経
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
拝
殿
で
斎
行
し
て
い
る
。
拝
殿
の
神

事
は
、
祭
具
を
舗
設
し
て
行
う
。
拝
殿
の
主
な
祭
具
の
舗
設
状
況
は

①
神
離
は
、
『
上
野
国
神
名
帳
』
が
守
袋
に
入
れ
ら
れ
て
掛
け
ら
れ
、
渡
殿
に
立
て

か
け
ら
れ
る
。

②
八
角
形
の
炉
に
注
連
縄
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
拝
殿
正
中
の
北
側
に
置
く
。

③
火
打
ち
石
、
火
打
ち
金
、
錐
、
鹿
骨
、
添
木
等
の
祭
具
は
、
漆
塗
の
折
敷
に
並

④
諸
神
勧
請
祝
詞
（
上
野
国
神
名
帳
）
の
座
は
、
拝
殿
正
中
南
側
に
設
け
ら
れ
、

『
上
野
国
神
名
帳
』
は
、
案
上
に
置
か
れ
る
。

で
あ
る
。

神
事
は
、
先
ず
川
瀬
神
事
で
祭
具
が
洗
い
清
め
ら
れ
る
事
よ
り
始
ま
る
。
次
い
で

神
職
が
炉
の
中
に
立
て
る
長
さ
二
十
七
糎
ほ
ど
の
忌
串
（
篠
に
白
紙
を
挟
ん
だ
物
）
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ー 三
、
御
戸
開
祭

御

(

6

)

本
殿
遷
座
本
殿
祭

5

)

遷

二
月
十
四
日
午
前
四
時

二
月
十
四
日
午
前
二
時

二
月
十
三
日
午
後
八
時

三
月
十
三
日
午
後
二
時

(

l

)

真
御
柱
御
剣
奉
遷
祭

(

2

)

本
殿
遷
座
祭
仮
殿
祭
（
春
の
御
戸
開
祭
）

(

3

)

御

神

宝

移

し

の

儀

三

月

十

三

日

午

後

十

一
時
開
始

(

4

)

筵

道

舗

設

三

月

十

四

日

午

前

一

時

五

十

分

現
行
の
遷
宮
は
、
上
記
の
諸
祭
儀
の
下
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
は
、
明
治
維
新
後

数
回
の
変
遷
を
へ
た
。
し
か
し
遷
宮
が
、
御
戸
開
祭
当
日
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
変
化

し
て
い
な
い
。
ま
た
遷
御
（
御
神
体
の
渡
御
）
の
時
刻
も
、
古
来
の
ま
ま
の
午
前
二
時
（
寅

刻
）
を
固
く
護
っ
て
い
る
。

御
戸
開
祭
は
、
貫
前
神
社
の
祭
典
の
中
で
最
も
神
秘
的
且
つ
重
要
な
神
事
で
あ
る
。
こ
の

神
事
は
、
春
と
冬
の
二
季
に
斎
行
さ
れ
る
、
現
行
の
祭
日
は
、
春
が
三
月
十
三
日
（
旧
暦
で

は
二
月
申
日
）
、
冬
が
十
二
月
十
二
日
（
旧
暦
で
は
十
二
月
申
日
）
で
あ
る
。

御
戸
開
祭
は
、
次
の
神
事
、
行
事
を
経
る
。

注
連
張
神
事
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
二
十
二
日
前
亥
日
、
冬
十
二
月
初
申

日
よ
り
二
十
二
日
前
亥
日
）

注
縄
釣
行
事
と
も
い
う
。
春
は
二
月
二
十
二
日
、
冬
は
十
一
月
二
十
二
日
の
午
後

八
時
よ
り
行
う
。
神
事
は
神
社
の
鎮
座
す
る
一
宮
町
と
富
岡
市
七
日
市
の
境
界
に

近
い
一
宮
町
字
鳥
坂
に
あ
る
大
明
神
の
四
本
並
列
の
椋
の
木
に
注
連
縄
を
張
り
、

し
か
る
後
に
大
祓
詞
を
奏
す
る
。

大
祓
詞
奏
上
が
終
わ
る
と
、
椋
の
木
を
一
周
し
て
神
事
は
終
了
す
る
。
神
事
が
行

わ
れ
る
大
明
神
木
は
、
神
社
の
東
の
方
向
（
正
し
く
は
東
南
）
に
相
当
し
、
四
至

の
一
角
に
当
た
る
。
こ
の
神
事
は
、
四
至
の
他
の
三
カ
所
、
即
ち
富
岡
市
神
農
原

字
占
木
（
西
）
、
富
岡
市
田
島
字
鳥
居
（
南
）
、
富
岡
市
宇
田
字
注
連
木
（
北
）
に

お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
注
連
張
神
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

4
 

3
 

2
 

貫
前
神
社
の
最
も
重
要
且
つ
神
秘
的
な
神
事
の
御
戸
開
神
事
は
始
ま
る
。

旧
暦
十
二
月
初
申
日
よ
り
十
六
日
前
辰
日
午
前
二
時
（
冬
の
御
戸
開
祭
の
み
行
わ
れ

内
宮
の
御
前
に
勝
を
敷
く
。
次
に
、
宮
司
以
下
神
職
着
座
。
但
し
十
三
歳
未
満
の

少
女
一
人
を
雇
い
、
座
に
つ
か
せ
る
。
次
に
内
宮
、
外
宮
の
東
方
に
鏑
火
を
焚
く
。

次
に
、
神
職
二
名
木
太
刀
を
締
火
の
上
に
わ
た
し
て
、
刃
及
び
重
ね
を
廻
し
つ
つ

焼
く
。
次
に
、
神
職
一
名
簑
火
で
焼
く
神
職
の
木
太
刀
の
上
を
二
度
跨
ぐ
。
終
わ
っ

（

註

5

)

て
神
職
は
木
太
刀
を
神
前
に
奉
る
。
次
に
神
餞
を
奉
る
。
次
に
オ
ケ
ホ
ケ
を
行
う
。

オ
ケ
ホ
ケ
の
間
は
、
奏
楽
す
る
。
次
に
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
す
る
。
次
に
、
神

職
拝
礼
。
次
に
、
宮
司
は
竹
鈴
を
持
っ
て
奏
楽
の
行
わ
れ
る
中
、
神
前
を
始
め
、

東
、
南
、
西
、
北
と
四
方
拝
を
行
う
。
終
わ
っ
て
再
び
宮
司
は
、
榊
の
枝
を
持
っ

て
四
方
拝
を
行
う
。
次
に
、
宮
司
は
榊
枝
の
打
違
い
た
る
を
持
っ
て
四
方
拝
を
行

う
。
次
に
、
宮
司
は
弓
矢
を
持
っ
て
四
方
拝
を
行
う
。
次
に
、
少
女
が
奏
楽
の
行

わ
れ
る
中
、
宮
司
が
行
っ
た
如
く
四
方
拝
を
四
度
行
う
。
次
に
、
神
職
一
名
が
同

様
に
四
方
拝
を
四
度
行
う
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
神
餞
を
撤
す
。
次
に
、
直
会
を
行

い
、
赤
飯
を
給
う
。
次
に
、
退
座
す
る
。
な
お
、
竹
鈴
、
榊
、
打
違
榊
、
弓
矢
は
、

御
機
織
神
事
の
四
方
拝
に
用
い
る
。

神
酒
造
神
事
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
十
二
日
前
酉
日
、
冬
十
二
月
初
申
日

よ
り
十
二
日
前
酉
日
）

御
戸
開
神
事
に
使
用
す
る
酒
を
造
る
。
御
供
所
に
て
飯
を
炊
き
、
甘
酒
を
醸
る
。

神
酒
つ
ぎ
神
事
（
旧
暦
は
、
春
二
月
初
申
日
よ
り
八
日
前
丑
日
、
冬
十
二
月
初
申
日

よ
り
八
日
前
丑
日
）

神
職
一
同
御
供
所
に
着
座
。
次
に
神
職
一
名
御
供
所
の
中
央
西
に
向
か
っ
て
座
る

（
①
）
。
次
に
神
職
一
名
が
神
酒
の
入
っ
た
甕
（
瓶
子
二
）
を
持
出
し
、
そ
の
前
に

置
く
。
次
に
神
職
―
―
名
（
②
）
が
醒
の
入
っ
た
長
柄
銚
子
、
提
銚
子
を
持
ち
①
の

傍
に
着
座
す
る
。
醒
は
、
神
酒
造
神
事
で
造
っ
た
も
の
を
用
い
る
。
次
に
①
の
神

職
が
、
拍
手
し
て
甕
を
採
り
上
げ
②
の
長
柄
銚
子
を
持
っ
た
神
職
が
甕
に
醗
を
注

ぐ
。
證
が
つ
き
れ
ば
、
提
銚
子
に
て
醗
を
加
え
、
甕
（
瓶
子
二
）
の
量
は
同
じ
と

す
る
。
次
に
、
神
職
甕
の
口
を
覆
う
。
次
に
、
神
職
甕
を
御
餞
棚
に
納
め
る
。
次

る）
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・
次
に
出
御
終
わ
る
を
待
っ
て
所
役
拝
殿
御
扉
を
閉
ず
。
楼
門
閉
扉
は

警
備
隊
こ
れ
を
行
う
。

・
次
に
遷
御

警
輝
と
と
も
に
あ
ら
か
じ
め
召
立
の
列
次
に
よ
り
出
発
、
仮
殿
に
向

か
う
。
列
次
は
石
段
を
登
り
途
中
よ
り
右
折
。
鳥
居
内
側
を
右
折
し

て
進
御
。
遷
御
の
際
の
列
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

先
導
神
職
ー

大
麻
ー
塩
湯
—

賛
者
ー
猿
田
彦
舞
人
ー

巫
女
ー
伶

人
ー
御
楯
ー
御
鉾
ー

壺
御
胡
録
—
菅
御
蒻
ー
典
儀
ー
警
輝
—

前

行
所
役
ー
随
員
ー
前
行
所
役
ー
随
員
ー
前
行
神
職
ー
行
障
ー
絹

垣
ー
御
羽
車
ー
菅
御
磐
ー
紫
御
羅
ー
御
太
刀
ー
御
弓
ー
壺
御
胡

録
ー
御
鉾
ー
御
楯

遷
御
の
儀
は
、
出
御
の
時
宮
司
以
下
草
鮭
を
履
き
、
袴
の
股
立
を
高

く
と
っ
て
白
鉢
巻
き
を
し
め
、
覆
面
・
手
袋
を
着
用
し
、
木
綿
欅
で

御
羽
車
の
長
柄
を
固
く
結
ん
で
肩
に
か
け
る
。
そ
し
て
静
か
に
拝
殿

ま
で
出
御
し
、
木
析
（
拍
子
木
）
が
強
く
響
く
中
を
、
境
内
の
燈
火
、

籍
火
一
切
を
消
し
て
、
闇
黒
の
う
ち
に
鶏
鳴
の
所
役
が
羽
音
高
く
響

か
せ
て
三
声
を
挙
げ
る
と
同
時
に
、
拝
殿
の
御
扉
が
開
か
れ
て
、
御

神
体
の
御
羽
車
は
絹
垣
と
と
も
に
、
荒
薦
の
舗
設
さ
れ
た
上
を
い
っ

き
に
仮
殿
ま
で
駆
け
抜
け
て
い
く
。
途
中
、
御
羽
車
の
被
い
布
・
絹

垣
め
荒
薦
な
ど
は
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
養
蚕
を
行
う
と
「
蚕
が
あ
た

・
次
に
入
御

こ
の
儀
、
列
次
が
仮
殿
の
拝
殿
前
に
至
り
先
導
神
職
・
前
行
所
役
・

奉
賛
会
長
ら

一
列
の
者
は
右
側
、

二
列
縦
隊
の
者
は
左
右
に
分
候
し
、

御
羽
車
を
奉
送
す
る
。
絹
垣
は
左
右
に
展
じ
拝
殿
入
り
口
を
閉
じ
る
。

行
障
右
側
に
候
す
。
そ
の
他
の
奉
仕
員
は
、
左
右
に
分
候
し
て
点
燈

ま
で
奉
待
す
。

・
次
に
御
羽
車
は
拝
殿
に
て
宮
司
以
下
所
役
手
水
の
後
奉
昇
し
て
入

御
。
点
燈
・
仮
殿
に
御
羽
車
が
引
き
入
れ
ら
れ
る
と
、
木
析
（
拍
子

る
」
と
い
う
こ
と
で
、
参
拝
者
の
奪
い
合
い
と
な
る
。

（八） 6
 

・
次
に
修
祓

の
儀
あ
り

・
時
刻
宮
司
以
下
諸
員
斎
館
前
庭
に
列
立
一
揖
。
こ
れ
よ
り
先
手
水

木
）
が
強
く
打
ち
な
ら
さ
れ
て
、
境
内
の
燈
火
が
点
ぜ
ら
れ
る
。

・
次
に
宮
司
御
霊
代
を
神
座
に
奉
安
し
、
御
扉
を
閉
じ
本
座
に
復
す
。

・
次
に
宮
司
拝
礼
、
諸
員
一
同
列
拝
。

・
次
に
宮
司
以
下
諸
員
退
下
。

仮
殿
遷
座
仮
殿
祭

十
二
月
十
三
日
の
午
前
四
時
か
ら
、
仮
殿
遷
座
の
仮
殿
祭
が
、
次
の
通
り
斎
行

さ
れ
る
。

・
次
に
宮
司
以
下
参
進
、
所
定
の
座
に
着
く
。

・
次
に
宮
司
御
扉
を
開
き
側
に
候
す
。
こ
の
間
奏
楽
。

・
次
に
禰
宜
以
下
斎
員
神
餞
を
供
す
。
こ
の
間
奏
楽
。

•
宮
司
祝
詞
を
奏
す
。

・
次
に
御
神
楽
を
奏
す
。
猿
田
彦
舞
。

・
次
に
宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。
祭
員
自
ら
の
座
で
列
拝
。

・
次
に
前
行
所
役
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
氏
子
総
代
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
奉
賛
会
長
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
参
列
者
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。
一
同
列
拝
。

・
次
に
禰
宜
以
下
祭
員
神
餞
を
撤
素
。

・
次
に
宮
司
御
扉
を
閉
じ
本
座
に
復
す
。
こ
の
間
奏
楽
。

・
次
に
宮
司
一
拝
、
諸
員
こ
れ
に
な
ら
う
。

・
次
に
宮
司
以
下
諸
員
退
下
。

遷
宮
祭
（
本
殿
遷
座
祭
）

本
殿
遷
座
祭
は
、
仮
殿
遷
座
祭
同
様
の
祭
儀
で
、
酉
年
の
三
月
に
、
次
の
通

り
祭
典
が
斎
行
さ
れ
る
。
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・
次
に
宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
前
行
諸
役
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
氏
子
総
代
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
奉
賛
会
長
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
宮
司
御
扉
を
閉
じ
本
座
に
復
す
る

・
次
に
宮
司

一
拝
、
諸
員
こ
れ
に
な
ら
う
。

・
次
に
宮
司
以
下
退
下
。

御
神
宝
移
の
儀

こ
の
祭
典
は
、
十
二
月
十
二
日
の
午
後
十
一
時
に
斎
行
、
十
二
時
に
終
了
す
る
。

天
保
十
己
亥
年
（
一
八
三
九
）
二
月
吉
日
に
記
さ
れ
た

『宝
物
由
来
記
」
に
も

と
ず
い
て
白
衣
・
白
袴
の
斎
員
が
、
御
神
宝
を
目
八
分
に
捧
持
し
、
警
護
団
の

士
に
足
下
を
照
ら
れ
な
が
ら
、
「
是
な
る
古
太
刀

一
振
は
、
源
家
の
太
祖
六
孫
王

・
次
に
猿
田
彦
の
舞
を
奏
す
。

・
次
に
修
祓

典
儀
ー
前
行
諸
役
・
提
灯
持
ー
随
員
—

神
社
総
代
ー
奉
賛
会
役
員

ー
参
列
供
奉
員
ー
神
社
高
張
ー
神
成
警
備
隊
—
一
ノ
宮
・
坂
井
警

備
隊
ー
秋
畑
・
上
坂
警
備
隊

神
衣
及
び
宮
司
・
祢
宜
、
祓
所
に
着
き
手
水
を
な
し
、
次
に
神
馬

の
前
後
に
水
を
注
ぐ
。
次
に
宮
司
・
祢
宜
、
切
麻
を
も
っ
て
自
祓

を
な
す
。
大
麻
役
宮
司
・
祢
宜
、
神
馬
を
祓
う
。

・
次
に
宮
司
以
下
参
進
、
昇
殿
し
て
所
定
の
座
に
着
く
。

・
次
に
宮
司
一
拝
、
諸
員
こ
れ
に
な
ら
う
。

・
次
に
宮
司
御
扉
を
開
き
側
に
候
す
。
祢
宜
副
従
す
。

・
次
に
祢
宜
以
下
神
餞
を
供
す
。

・
次
に
七
ツ
皿
の
儀
。

・
次
に
オ
ケ
ホ
ケ
の
儀

・
次
に
宮
司
祝
詞
を
奏
す
。

・
次
に
倭
舞
を
奏
す
（
め
ず
ら
し
な

浦
安
の
舞
）

十
二
月
十
三
日
ご
ろ
、
遷
御
の
際
御
神
体
が
お
通
り
に
な
る
通
路
に
、
荒
薦
が

舗
設
さ
れ
遷
御
の
用
意
が
な
さ
れ
る
。

御
（
写
真
8

)

十
二
月
十
三
日
の
午
前
二
時
か
ら
遷
御
が
斎
行
さ
れ
る
。
諸
祭
儀
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

5

遷

4
筵
道
舗
設

と
と
も
に
拝
殿
開
扉

・
次
に
消
灯
（
笏
拍
子
合
図
）

経
基
公
よ
り
御
奉
納
」
と
朗
々
と
由
来
を
披
露
し
つ
つ
、
本
殿
か
ら
仮
殿
に
神

宝
を
移
す
儀
で
あ
る
。

・
時
刻
に
宮
司
、
前
行
所
役
以
下
祭
員
斎
館
前
に
列
立
、
こ
れ
よ
り
先

に
手
水
の
儀
あ
り
。

・
次
に
宮
司
以
下
前
行
所
役
祓
所
に
列
立
。

・
次
に
修
祓
゜

・
次
に
宮
司
以
下
参
進
し
、
諸
員
お
の
お
の
そ
の
位
置
に
列
立
。

そ
の
儀
、
祢
宜
以
下
本
殿
に
参
入
、
御
羽
車
を
外
陣
に
据
え
、
布
単

所
役
（
御
神
体
を
白
い
布
で
巻
く
役
）
は
外
陣
に
、
警
躍
所
役
は
渡

殿
に
着
く
。
御
羽
車
所
役
外
陣
に
参
入
、
御
羽
車
の
両
側
に
着
く
。

宮
司
以
下
殿
内
奉
仕
員
覆
面
・
手
袋
を
な
す
。
こ
の
間
拝
殿
の
御
扉

を
閉
じ
る
。
こ
の
間
召
立
所
役
、
召
立
文
に
よ
り
行
列
を
整
え
る
。

筵
道
舗
設
の
完
備
を
検
す
る
。

・
次
に
宮
司
・
祢
宜
階
上
に
参
入
し
、
御
動
座
を
奉
仕
す
る
。

・
次
に
宮
司
御
霊
代
を
御
羽
車
に
納
め
本
殿
出
御
、
警
輝
、
一
同
平
伏
、

又
は
磐
折
。

・
次
に
宮
司
以
下
供
奉
御
羽
車
所
役
奉
昇
拝
殿
に
い
た
る
。
所
役
本
殿

の
扉
を
閉
ず
。
こ
の
間
前
行
所
役
・
奉
賛
会
長
階
下
に
着
き
出
御
を

待
つ
。
神
職
一
名
御
仮
殿
に
先
行
、
御
本
殿
を
開
扉
す

一
切
の
用
意
成
る
を
待
っ
て
、
警
躍
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（

七

）

（

六
（

五

）

・
次
に
宮
司
以
下
所
定
の
座
に
着
く
。

宮
司
以
下
祭
員
奉
仕
員
一
同
祓
所
に
着
く
、
こ
れ
よ
り
先
、

手
水
の
儀
あ
り
。

・
次
に
修
祓
゜

時
刻

新
殿
祭

（

註

4

)

仮
殿
の
階
下
に
神
餞
の
案
を
舗
設
し
、
階
上

・
階
下

・
祭
具

・
神
餞
な
ど
を

修
祓
の
後
、
次
の
通
り
祭
典
が
行
わ
れ
る
。

・
御
祝
の
玉
を
内
陣
の
四
隅
に
か
け
る
。

•

四
種
の
祓
を
四
隅
で
修
す
る
。

・
神
餞
を
供
え
る
。

・
鳴
弦
の
式
を
行
う
。

・
斎
主
祝
詞
を
奏
す
。

・
神
餞
を
徹
す
る
。

遷
宮
祭
（
仮
殿
遷
座
祭
）

現
行
の
遷
宮
祭
は
、
十
三
年
毎
の
申
歳
に
御
仮
殿
遷
座
祭
を
、
翌
年
の
酉
歳

に
御
本
殿
遷
座
祭
を
行
う
。
各
々
の
遷
座
祭
の
諸
祭
儀
は
、
次
の
通
り
斎
行

し
て
い
る
。

1
、
真
御
柱
御
剣
奉
遷
祭
（
写
真
5

)

本
殿
の
真
御
柱
に
剣
先
を
上
に
し
て
縛
り
付
け
て
あ
る
御
剣
（
御
神
体
に

準
じ
て
扱
わ
れ
て
い
る
）
を
、
本
殿
か
ら
仮
殿
の
真
御
柱
に
奉
遷
す
る
祭

で
あ
る
。
祭
典
は
十
二
月
十
二
日
の
午
後
二
時
か
ら
行
う
。

・
当
日
早
旦
、
社
殿
を
装
飾
す
。

常
例
の
通
り
に
行
う
。

上
棟
祭
階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。

・
次
に
御
衣
廻
り
の
儀
（
写
真
4

)

・
次
に
前
行
所
役
、
祭
員
参
進
、
祓
所
に
列
立
。

・
次
に
修
祓
゜

・
午
後
八
時

儀
あ
り
。

・
次
に
宮
司
御
扉
を
開
き
側
に
候
す
。

・
次
に
祢
宜
以
下
祭
員
神
餞
を
供
す
。
こ
の
間
奏
楽
。

・
次
に
宮
司
祝
詞
を
奏
す
。

一
同
平
伏
。

・
次
に
奉
賛
会
長
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
氏
子
総
代
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
。

・
次
に
祢
宜
以
下
祭
員
神
餞
を
徹
す
。
こ
の
間
奏
楽
。

・
次
に
宮
司
御
扉
を
開
き
殿
内
に
参
入
。
こ
の
間
奏
楽
。

・
次
に
奉
遷
。
列
次
は
下
記
の
通
り
。

先
導
神
職
ー
大
麻
ー
塩
湯
ー
賛
者
ー
猿
田
彦
舞
人
ー
伶
人
ー
巫
女

ー
御
楯
ー
御
鉾
ー
壺
御
胡
録
ー
御
弓
ー
御
太
刀
ー
紫
御
羅
蛸
ー
菅

御
蒻
ー
典
儀
ー
警
輝
ー
前
行
所
役
（
氏
子
代
表
）
ー
随
員
ー
前
行

神
職
—
行
障
ー
絹
垣
—
御
剣
ー
副
従
神
職
ー
菅
御
酪
ー
紫
御
羅
酪

ー
御
太
刀
ー
御
弓
ー
壺
御
胡
録
ー
御
鉾
ー
御
楯
—

2
、
仮
殿
遷
座
祭
本
殿
祭
（
御
戸
開
祭
）

冬
の
御
戸
開
祭
で
、
十
二
月
十
二
日
の
午
後
八
時
か
ら
次
の
と
お
り
に
行

う
。
な
お
御
戸
開
祭
の
詳
細
は
、
別
項
で
考
察
す
る
。

宮
司
以
下
祭
員
斎
館
前
に
列
立
、
こ
れ
よ
り
先
手
水
の

・
次
に
宮
司
以
下
行
列
所
定
の
位
置
に
着
く
。
列
を
整
え
勅
額

・
神
門

（
写
真
6
.
7
)
を
出
て
東
参
道
を
下
り
、
国
道
を
西
進
、
表
参
道

を
上
が
り
総
門
に
至
る
。
な
お
、
列
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

宮
崎
警
備
隊
鉄
杖
ー
同
上
高
張
—
同
上
警
備
隊
ー
神
社
高
張
ー
大

麻
ー
神
馬
ー
伶
人
ー
先
導

・
賛
者
ー
猿
田
彦
ー
巫
女
ー
神
社
高
張

ー
大
榊

・
雉
子

・
大
榊
ー
御
鉾
ー
宮
司

・
提
灯
持
ー
祢
宜
ー
祭
員

・

・
次
に
宮
司
一
拝
、
諸
員
こ
れ
に
な
ら
う
。
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（一）

木
元
祭
仮
殿
の
真
御
柱
に
使
用
す
る
用
材
の
根
本
で
行
う
。

一
、
は
じ
め
に

私
は
貫
前
神
社
の
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
、
既
に
『
式
年
に
つ
い
て
』
、
『
造
替
の
建
物
に
つ

（

註

1

)

い
て
」
の
二
題
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
同
神
社
の
式
年
、
建
物
の
造
替

が
頑
な
に
古
態
性
を
護
っ
て
き
た
事
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

今
回
取
り
上
げ
る
『
遷
宮
祭
と
御
戸
開
祭
』
は
、
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
の
遷
宮
祭
が
同
神

社
の
一
大
祭
典
で
あ
り
、
し
か
も
我
が
国
の
神
社
祭
祀
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
神
事
が
行
わ

れ
て
い
る
「
御
戸
開
祭
」
に
斎
行
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
御
戸
開
祭
を
中
心
に
し
て
、
如
何
に
し
て
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
祭
の
諸

祭
儀
が
斎
行
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
意
義
を
考
察
し
た
い
。

二
、
現
行
の
遷
宮
祭

現
行
の
十
三
年
に
一
回
斎
行
さ
れ
る
貫
前
神
社
の
式
年
遷
宮
は
、
本
殿
の
造
替
を
伴
わ
な

い
、
即
ち
本
殿
の
修
理

・
清
掃
等
に
伴
う
遷
宮
で
あ
る
。
仮
殿
遷
宮
が
冬
の
御
戸
開
祭
、
本

殿
遷
宮
祭
が
春
の
御
戸
開
祭
に
斎
行
さ
れ
る
。
申
年
の
今
年
平
成
十
六
年
は
、
冬
の
御
戸
開

祭
に
仮
殿
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
々
回
の
仮
殿
遷
宮
祭
に
至
る
迄
の
、
即
ち

仮
殿
建
設
等
に
関
係
す
る
諸
祭
儀
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
五
年
の
遷
宮
が
如
何
に
し
て
斎
行

（

註

2

)

さ
れ
た
か
を
紹
介
す
る
。

遷
宮
祭
と
御
戸
開
祭
に
つ
い
て

上
野
国
一
之
宮
貫
前
神
社
式
年
遷
宮
考

四）
（三）

（二）

（

三

）

地
鎮
祭

・
鋲
始
祭

仮
殿
建
立
位
置
は
、
境
内
西
門
よ
り
入
っ
た
平
坦
地
に
鎮
座
し
て
い
る
摂
末

社
の
伊
勢
内
宮

・
外
宮
、
日
枝
神
社
、
二
十
二
末
社
の
前
庭
で
あ
る
。
建
立

位
置
は
古
法
に
の
っ
と
り
仮
殿
拝
殿
前
面
の
見
通
し
を
、
二
十
二
社
末
社
中

の
諏
訪
神
社
の
向
拝
南
柱
と
し
、
仮
殿
正
中
線
は
日
枝
神
社
の
中
心
と
西
門

の
中
央
を
結
ぶ
線
と
し
て
い
る
。
仮
殿
の
真
御
柱
は
、
日
枝
神
社
前
石
垣
か

ら
七
、
八
メ
ー
ト
ル
（
二
十
六
尺
）
南
の
地
点
に
建
て
る
。
地
鎮
祭
は
、
常

例
の
通
り
に
右
の
場
所
で
行
わ
れ
る
。

鋲
始
祭
は
、
棟
梁
が
丈
量
の
儀
、
鋲
の
儀
を
形
ど
お
り
奉
仕
し
、
用
具
を
水

文
字
形
に
並
べ
て
神
酒
を
供
え
る
。

日
枝
神
社
前
庭
の
所
定
の
位
置
に
、
真
御
柱
を
建
て
る
た
め
の
穴
を
深
さ
二

メ
ー
ト
ほ
ど
掘
る
。
そ
の
後
、
ま
ず
鎮
物
を
埋
納
し
、
丸
石
を
礎
石
と
し
て

底
に
入
れ
、
そ
の
上
に
真
御
柱
を
建
て
る
。

仮
殿
の
構
造

第
1
図
の
通
り
で
あ
る
。
現
行
の
仮
殿
は
、
寛
政
十
二
年
庚
申
中
秋
吉
日
の

（

註

3

)

『
御
仮
殿
諸
用
之
拍
』
に
準
拠
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
の
規
模
は
、

間
口
十
八
尺
、
奥
行
二
十
四
尺
三
寸
、
廻
り
一
間
通
り
竹
矢
来
で
あ
る
。
ニ

立
柱
祭

神

保

侑

史
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